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資料編 調査票及び集計結果 
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調布市民福祉ニーズ調査 

調布市民の福祉意識と地域生活に関する調査 
  

調査についてのお願い 

 
 

市民の皆さまには日ごろから市政発展のため，ご理解とご協力をいただき，厚く

お礼申しあげます。 

このたび調布市では，皆さまのご意見やご要望を幅広くお聴きし，今後，より身

近な福祉健康施策を推進するための資料とするため，「調布市民の福祉意識と地域

生活に関する調査」を実施することとなりました。この調査は，平成 25 年 10 月

１日現在，調布市にお住まいの 18 歳から 64 歳までの市民の皆様の中から，2,000

人を無作為に選ばせていただき，ご意見やご要望をおうかがいするものです。 

ご回答いただきました内容はすべて統計的に処理し，調査目的以外に使用するこ

とはありません。お忙しいところ誠に恐縮に存じますが，調査の趣旨をご理解いた

だき，ご協力をお願い申しあげます。 
 
 

平成 25 年 10 月 調布市長 長 友 貴 樹    
 

 

 

 

調査票，返信用封筒には住所，氏名を記入する必要はありません。 

ご記入が終わりましたら，調査票を同封の返信用封筒（切手は不要です。）に入れ， 
11 月４日(月)までに郵便ポストに投函してください。 

調査についてご質問などがありましたら， 

下記までお問い合わせください。 

 

問合せ先 

 調布市 福祉健康部 福祉総務課 

 電話：０４２－４８１－７１０１ 

 

裏面の「記入についてのお願い」をよくお読みのうえ，ご記入をお願いします。 
 



 
 
 
 
 
 
 

 

記入についてのお願い 

 

1. 封筒のあて名ご本人について，ご記入をお願いいたします。 

調査票の設問中の「あなた」とは，封筒のあて名の方を指しま

す。なお，ご本人が回答困難な場合，入院中などの場合は，ご

家族や周りの方がお手伝いいただくか，あて名のご本人の意見

を聞いたうえで代わりにご記入ください。 

2. 濃い鉛筆又は黒のボールペンで記入してください。 

3. お答えをいただく際は，あてはまる項目の番号を○印で囲んで

ください。  

    の場合は回答内容等を記入してください。 

4. ○の数は，それぞれの質問の指示に従ってください。 

5. 「その他」に○印をつけられた方は，〔  〕内に具体的な答

えを記入してください。 

 

 



-市民調査 1 - 

 

問1 あなたの性別は次のうちどれですか。（１つに○）  

（N=836） 

１．男性  42.7％ ２ ．女性  56.8％    無回答  0.5％ 

  

問2 あなたの平成 25 年 10 月 1 日現在の年齢をご記入ください。  

(N=836) 
 

  満〔  43.4  〕歳  ※数字を記入 
 

 
10 歳代 3.1% 30 歳代 22.4% 50 歳代 20.3% 無回答 0.7% 

20 歳代 12.0% 40 歳代 29.2% 60 歳代 12.3%   

 

問3 お住まいの地域はどこですか。記入例を参考に，【町名】，【丁目】をご記入ください。 

(N=836) 

 
第１地域 3.9% 第３地域 11.0% 第５地域 5.5% 第７地域 16.1% 第９地域 9.9% 
第２地域 12.3% 第４地域 5.3% 第６地域 13.0% 第８地域 13.5% 第10 地域 7.5% 
        無回答 1.8% 

 

問4 あなたのご職業は次のうちどれですか。（１つに○）  

(N=836) 

１．自営業・自由業 6.8％ 

２．企業の社員・役員（従業員 50 人未満） 9.4％ 

３．企業の社員・役員（従業員 50 人以上） 31.5％ 

４．公務員 6.6％ 

５．パート・内職などの仕事 13.3％ 

６．専業主婦（夫） 15.0％ 

７．学生 5.7％ 

８．無職 5.7％ 

９．その他〔具体的に：                                〕 5.4％ 

無回答 0.6％ 

 
 
 
 
 
 
 
 

あなた（あて名のご本人）のことをおたずねします 
※ここでいう「あなた」とは調査票をお送りしている方のことです。 

※以下の質問については平成 25 年 10 月 1 日現在の状況をもとに回答してください。 
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問5 現在，あなたがいっしょに暮らしているご家族は，あなたからみて，どなたですか。 

（いくつでも○）  

(N=836) 

１．ひとり暮らし         13.4％  
 

２．配偶者            61.5％    ６ ．兄弟姉妹            10.2％ 

３．親              23.8％  ７．祖父母              1.8％ 

４．子ども（子どもの配偶者を含む）45.6％    ８．その他〔具体的に：  〕2.3％ 

５．孫（孫の配偶者を含む）      0.4％        無回答               0.6％ 
 

 

問 5-1 問５で２～８（同居人がいる世帯）と答えた方におたずねします。現在いっしょに

暮らしているご家族はあなたを含めて何人ですか。数字をご記入ください。  

（ｎ=719） 

（    3.3    ）人  ※数字を記入 

 

２人 25.7% 3 人 29.6 % 4 人 29.2% 5人以上 11.3% 

無回答 4.2%       

 

問 5-2 問５で２～８（同居人がいる世帯）と答えた方におたずねします。現在，あなた自身，

もしくは同居のご家族に次のような方はいますか。（いくつでも○）  

（ｎ=719） 

１．乳児（１歳未満）       2.9%  ５．65 歳以上の方       19.3％ 

２．乳児を除く小学校入学前の幼児16.3％    ６．身体・知的・精神などの障害のある方5.3％ 

３．小学生          19.3％    ７．介護・介助を必要とする方   4.6％ 

４．中学生・高校生      15.7％    ８．いずれもいない       35.9％ 

     無回答            3.6％ 

 

問6 あなたのお住まいの近く（おおむね徒歩 30 分以内）には，食事や介護，子育てを助け

合ったりする親族や友人・知人がいらっしゃいますか。（１つに○）  

(N=836) 

１．近くに気軽に頼める人がいる  19.3％ 

２．気軽ではないが，いざという時には頼める人が近くにいる  21.3％ 

３．近くにはいないが，頼める人がいる  17.2％ 

４．特に頼める人はいない  41.1％ 

無回答 1.1％ 
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問7 あなたは調布市に何年お住まいですか。（１つに○）  

(N=836) 

１．１年未満      4.9％     ５．10 年以上 20 年未満 26.1％ 

２．１年以上３年未満  9.6％     ６．20 年以上 30 年未満 15.4％ 

３．３年以上５年未満  8.0％     ７．30 年以上      17.8％ 

４．５年以上 10 年未満 17.3％      無回答                                      0.8％ 

 

問8 あなたのお住まいは，次のどれですか。（１つに○）  

(N=836) 

１．持ち家の一戸建て 36.4％ 

２．持ち家の集合住宅（マンション・アパートなど） 26.1％ 

３．賃貸の一戸建て 2.2％ 

４．賃貸の集合住宅（マンション・アパートなど） 24.9％ 

５．公営住宅（市営・都営住宅など） 5.5％ 

６．社宅・公務員住宅など 3.1％ 

７．その他〔具体的に：                                〕 1.2％ 

無回答 0.7％ 

 

近所づきあいとお住まいの地域についておたずねします 
 

問9 あなたは，日ごろどのような近所づきあいをしていますか。（１つに○）  

(N=836) 

１．家を行き来するなど，親しく近所づきあいをしている 8.5％ 

２．立ち話をする程度のつきあいをしている 22.0％ 

３．あいさつをする程度のつきあいをしている 51.8％ 

４．近所づきあいをしていない 17.2％ 

無回答 0.5％ 

 

問 9-1 問９で「４．近所づきあいをしていない」と答えた方におたずねします。 

 近所づきあいをしていない主な理由は何ですか。（いくつでも○）  

（ｎ=144） 

１．仕事や学業，家事・育児などで忙しく時間がないから 31.3％ 

２．引っ越してきて間もないから 16.7％ 

３．普段つきあう機会がないから 75.0％ 

４．同世代の人が近くにいないから 9.0％ 

５．気の合う人・話の合う人が近くにいないから 12.5％ 

６．あまりかかわりをもちたくないから 20.1％ 

７．その他〔具体的に：                                〕 2.8％ 

無回答 0.0％ 



-市民調査 4 - 

問10 あなたは自治会に加入していますか。（１つに○）  

(N=836) 

１．加入している 38.4％ 

２．加入していない 45.7％ 

３．分からない 15.3％ 

無回答 0.6％ 

 
問 10-1 問 10 で「２．加入していない」と答えた方におたずねします。 

 加入していない理由は何ですか。（いくつでも○）  

（ｎ=382） 

１．メリットを感じないから 12.8％ 

２．時間がないから 25.1％ 

３．きっかけがないから 41.4％ 

４．人づきあいが面倒だから 8.1％ 

５．興味がないから 15.4％ 

６．地域にかかわりたくないから 1.0％ 

７．その他〔具体的に：                               〕 39.8％ 

無回答 0.0％ 

 
問11 あなたにとって，住民が支えあう「地域」とはどのような範囲だと思いますか。次の中

でもっとも近いものをお答えください。（１つに○）  

(N=836) 

１．隣近所（10 世帯程度の隣近所） 30.0％ 

２．自治会（市内約 400 自治会） 30.5％ 

３．町名（市内 26 町，例：小島町，西つつじヶ丘など） 17.0％ 

４．小学校区（市内 20 地区） 14.4％ 

５．中学校区（市内８地区）  1.6％ 

６．その他〔具体的に：                                〕 2.9％ 

無回答 3.7% 
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問12 あなたは現在，お住まいの地域の暮らしやすさについて，どのように感じていますか。

（（１）～（９）までそれぞれ１つに○）  

(N=836) 

と
て
も 

満
足
し
て
い
る 

満
足
し
て
い
る 

ど
ち
ら
で
も
な
い 

あ
ま
り
満
足
し
て

い
な
い 

満
足
し
て
い
な
い 

無
回
答 

（１）隣近所などとのつきあい 3.6％ 37.6％ 47.4％ 6.3％ 3.5％ 1.7％ 

（２）町内会・地区協議会の活動 1.2％ 14.4％ 71.8％ 5.1％ 5.3％ 2.3％ 

（３）地域の交流 1.4％ 15.2％ 68.5％ 8.3％ 4.3％ 2.3％ 

（４）サークルやボランティアの活動 1.7％ 10.5％ 72.5％ 7.5％ 5.3％ 2.5％ 

（５）地域の防災対策 1.3％ 17.5％ 61.6％ 11.5％ 5.7％ 2.4％ 

（６）相談できる体制 1.0％ 13.8％ 60.5％ 15.0％ 7.7％ 2.2％ 

（７）買い物などの便利さ 23.7％ 44.4％ 10.8％ 13.9％ 5.6％ 1.7％ 

（８）道路や交通機関などの使いやすさ 17.9％ 45.5％ 15.1％ 14.2％ 5.7％ 1.6％ 

（９）公的な手続きの便利さ 6.8％ 33.7％ 36.8％ 15.9％ 4.8％ 1.9％ 

 

日ごろのお悩みと相談についておたずねします 

 

問13 あなたは，身近な地域の中で不安や課題と感じていることはありますか。 

（いくつでも○） ＊地域は問３でお答えになった地域を目安にお答えください。  

(N=836) 

１．子育て，子どもの教育のこと 22.4％ 

２．健康のこと 24.3％ 

３．介護のこと 19.6％ 

４．老後の生活のこと 35.2％ 

５．住まいや住宅のこと 22.1％ 

６．仕事のこと 19.0％ 

７．経済的なこと 24.8％ 

８．近所づきあい，友だちづきあいのこと 11.0％ 

９．防犯，地域の安全のこと 33.1％ 

10．災害時のこと 45.3％ 

11．気軽に相談できる人（機関）が少ないこと 11.7％ 

12．その他〔具体的に：                                〕 1.8％ 

13．特にない 14.1％ 

無回答 2.3％ 
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問14 あなたが，日常生活の中で困ったとき，主に相談できる相手は次のうちどなたですか。

（１つに○）  

(N=836) 

１．同居の家族 63.2％ 

２．別居の家族や親戚 16.4％ 

３．自治会や近所の人 0.2％ 

４．友人・知人 12.1％ 

５．その他〔具体的に：                                〕 1.3％ 

６．身近な相談相手はいない 3.5％ 

７．困っていることはない 1.8％ 

無回答 1.6％ 

 
問15 あなたは，身近な方に相談しても困りごとが解決しなかったとき，次のようなところに

相談したことがありますか。（いくつでも○）  

(N=836) 

１．民生委員・児童委員 1.1％ 

２．市役所 16.7％ 

３．社会福祉協議会 1.8％ 

４．調布ゆうあい福祉公社 1.2％ 

５．地域包括支援センター 2.4％ 

６．NPO 団体 0.6％ 

７．ボランティア 0.2％ 

８．ケアマネジャー・ヘルパーなどの民間事業者 3.8％ 

９．かかりつけ医や保健師など医療関係者 12.4％ 

10．その他〔具体的に：                                〕 4.7％ 

11．相談できる人（機関）はいない 10.6％ 

12．困りごとが解決しなかったことはない 19.9％ 

13．困っていることはない 30.5％ 

無回答 6.2％ 
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問16 あなたは，日常生活の中で相談をしたり，困りごとを解決するための道具として，次の

ような情報通信機器の機能を活用していますか。（（１）～（４）までそれぞれ１つに○） 

(N=836) 

 

所
有
し
，
欠
か
せ
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
る 

所
有
し
，
必
要
な
時
に

時
折
使
う 

所
有
し
て
い
る
が
， 

 

滅
多
に
使
わ
な
い 

所
有
し
て
い
な
い 

無
回
答 

（１）携帯電話・スマートフォンの通話 39.5％ 38.3％ 17.2％ 2.4％ 2.6％ 

（２）携帯電話・スマートフォンのメール 43.1% 37.7％ 13.5％ 2.5％ 3.2％ 

（３）スマートフォン・タブレット型端末の 
インターネットサイト・SNS※ 

26.4％ 25.8％ 13.6％ 28.6％ 5.5％ 

（４）自宅用パソコンのインターネットサイト・ 
SNS 

25.0％ 37.6％ 21.3％ 12.7％ 3.5％ 

 

 

 

 

 

 

問17 現在，調布市ではツイッター※や防災の携帯電話メールによる市政情報の提供や施

設予約のインターネットサービスを提供しています。あなたは，今後，調布市が提供

するインターネットによるサービスについて，どうお考えですか。（いくつでも○） 

(N=836) 

１．インターネットでできる申請や手続の拡充を希望する 51.2％ 

２．携帯電話（スマートフォン）のメールへの情報配信の拡充を希望する 32.1％ 

３．調布市のホームページの情報提供の充実を希望する 37.0％ 

４．調布市民のコミュニケーションが深まるようなサービス提供を希望する 16.7％ 

５．インターネットを利用したサービス拡充を希望しない 4.3％ 

６．よく分からない 18.9％ 

７．その他〔具体的に：                                〕 3.8％ 

無回答 0.8％ 

 
 
 
 
 

※ 「SNS」 

ソーシャル・ネットワーク・サービスの略。コミュニケーションを目的とした，登録制  

のインターネット上のサービスのこと。Facebook（フェイスブック）はその代表と言

われ，世界最大の利用者を持つ SNS である。また国内ではゲーム機能等とも連動した

LINE（ライン）の利用者が拡大している。 

※「ツイッター」 

ツイッター社によって提供されている，140 文字以内の短い投稿（ツイート）を入力し

て，みんなで共有するインターネットを利用したサービス。特定の投稿者のツイートを

時系列で受け取ること（フォロー）ができ，ゆるいつながりを持つネット上の集団が話

題を共有している。 
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災害時についてご存知のことやお考えをおたずねします 

 

問18 あなたは，災害時についての不安や心配ごとがありますか。（いくつでも○）  

(N=836) 

１．老朽化などお住まい（家屋）のこと 26.0％ 

２．家具や家電の転倒対策が不十分なこと 30.9％ 

３．食糧や日用品の備蓄が不十分なこと 56.1％ 

４．避難所がはっきり分からないこと 26.7％ 

５．ご自身の歩行に不安があること 1.6％ 

６．同居のご家族の歩行に不安があること 8.7％ 

７．特に不安や心配ごとはない 10.8％ 

８．その他〔具体的に：                               〕 12.7％ 

無回答 1.0％ 

 

問19 あなたは，災害時の安否確認ができる災害伝言ダイヤル（NTT），災害用伝言板サー

ビス（各種携帯電話会社）をご存知ですか。（１つに○）   

(N=836) 

１．利用したことがある（試したことがある） 12.9％ 

２．知っているが，使ったことはない 57.2％ 

３．聞いたことはあるが，詳しくは分からない 26.3％ 

４．聞いたことがない 3.2％ 

無回答 0.4％ 

 

問20 災害時にあなたが安否確認をする必要がある方（ご家族以外）が，近所にいますか。

（１つに○）  

(N=836) 

１．今までに安否確認をした方がいる 11.0％ 

２．今まで安否確認をしたことはないが，気になる方がいる 19.1％ 

３．該当する方はいない 61.1％ 

４．分からない 7.5％ 

無回答 1.2％ 
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問21 あなたは，災害時に手助けが必要な地域の方に対してできることはありますか。（いく

つでも○）  

(N=836) 

１．避難所での支援活動（食糧・日用品の運搬等や炊き出しの手伝い） 62.4％ 

２．ひとり暮らし高齢者や手助けの必要な方への声掛け 42.9％ 

３．子どものいる家族への手助け 37.0％ 

４．けが人の手当て 15.3％ 

５．水や食糧の提供 12.3％ 

６．特にできることはない 17.7％ 

７．その他〔具体的に：                                〕 4.3％ 

無回答 1.6％ 

 

地域福祉活動等の取組についておたずねします 

 

問22 次のような地域活動・ボランティア活動等について，あなたが興味のある活動はあり

ますか。（いくつでも○）  

(N=836) 

１．子育て世帯の支援・青少年の健やかな成長のための活動 26.6％ 

２．ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯，介護が必要な高齢者を支援する活動20.6％ 

３．障害のある人（子ども）や病気の人を支援する活動 17.0％ 

４．地域の伝統や文化を伝える活動 20.0％ 

５．交通安全や犯罪防止など地域の安全を守る活動 17.0％ 

６．災害時に救援・支援をする活動 31.7％ 

７．地域の環境美化，環境保全・自然保護などの活動 22.5％ 

８．自治会・地区協議会・老人クラブなどの活動 7.3％ 

９．その他〔具体的に：                                〕 2.0％ 

10．特に興味のある活動はない 26.7％ 

無回答 1.8％ 

 

問23 あなたは，実際に問 22 のような地域活動・ボランティア活動等に取り組んでいますか。

（１つに○）  

(N=836) 

１．現在，継続的に取り組んでいる 3.6％ 

２．たまに，取り組むことがある 6.2％ 

３．以前取り組んだことがあるが，現在はほとんどしていない 16.7％ 

４．取り組んだことはない 72.0％ 

無回答 1.4％ 
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問24 あなたは，今後，問 22 のような地域活動・ボランティア活動等に取り組んでいきたい

と考えていますか。（１つに○）  

(N=836) 

１．積極的に，取り組んでいきたい   2.4％ 

２．できるだけ，取り組んでいきたい   8.6％ 

３．機会があれば，取り組んでもよい  45.0％ 
 

４．取り組みたいが，できない  24.2％ 

５．あまり取り組みたくない  16.5％ 

無回答 3.3％ 
 

 

問 24-1 問 24 で１～３と答えた方におたずねします。 

 どのような条件であれば，参加・活動しやすいと思いますか。（いくつでも○） 

（ｎ=468） 

１．活動情報の提供があること 44.2％ 

２．活動や団体を紹介してくれること 27.4％ 

３．友人等といっしょに参加できること 17.3％ 

４．時間や期間にあまりしばられないこと 75.0％ 

５．身近なところで活動できること 66.2％ 

６．適切な指導者やリーダーがいること 31.8％ 

７．身体的な負担が少ないこと 21.6％ 

８．金銭的な負担が少ないこと 50.0％ 

９．その他〔具体的に：                                〕 3.6％ 

10．分からない 1.3％ 

無回答 0.0％ 

 

問 24-2 問 24 で４または５と答えた方におたずねします。 

 地域活動・ボランティア活動等に取り組まない理由は何ですか。 

（いくつでも○）  

（ｎ=340） 

１．興味のある活動がないから    8.5％   ７．きっかけがないから   25.3％ 

２．活動に関する情報がないから 11.8％   ８．人づきあいが面倒だから 12.6％ 

３．経済的負担が大きいから     9.4％    ９．興味がないから     13.2％ 

４．介護・育児で忙しいから   17.9％   10．地域にかかわりたくないから 2.1％ 

５．メリットを感じないから    4.7％   11．その他〔具体的に：    〕11.2％ 

６．時間がないから        64.4％           無回答                  0.9％ 

 

 

 

問 24－１へ 

問 24－２へ 
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問25 あなたは暮らしの中で，地域のつながり（住民同士の助け合い・支え合いなど）は必要

だと思いますか。（１つに○）  

(N=836) 

１．とても必要だと思う 36.6％ 

２．どちらかといえば，必要だと思う 58.0％ 

３．どちらかといえば，必要ないと思う 3.1％ 

４．必要ないと思う 1.2％ 

無回答 1.1％ 

 

問26 あなたがお住まいの地域には，地域のつながり（住民同士の助け合い・支え合いな

ど）はあると感じますか。（１つに○）  

(N=836) 

１．とても感じる 7.2％ 

２．少し感じる 40.1％ 

３．あまり感じない 40.0％ 

４．感じない 11.8％ 

無回答 1.0％ 

 

問27 地域で住民の協力関係を築くためにはどのようなことが必要だと思いますか。 

（３つまで○）  

(N=836) 

１．自ら進んで日ごろから住民相互のつながりをもつように心がけること 41.9％ 

２．町内会・自治会が中心となって交流活動を進めること 22.2％ 

３．ボランティア団体や NPO（民間非営利組織）の活動を活発にすること 7.8％ 

４．地域の人が気軽に集まる場所や地域活動の拠点となる場を作ること 29.8％ 

５．地域の企業や団体などに地域活動への参加を呼びかけること 9.6％ 

６．地域活動に関する具体的な情報を広く紹介すること 32.8％ 

７．地域活動を担う，リーダーとなる人材を育成すること 12.3％ 

８．行政や社会福祉協議会が地域活動への支援やコーディネートをすること 15.7％ 

９．その他〔具体的に：                                〕 2.0％ 

10．分からない 14.2％ 

無回答 1.7％ 

 

 

 

 

住民参加の地域づくりについておたずねします 

問 27－１へ 
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問 27-1 問 27 で４と答えた方におたずねします。 

 地域活動や住民同士の交流の拠点として地域福祉センターが市内に１０箇所設

置されていますが，どのような機能が必要だと思いますか。（３つまで○）  

（ｎ=249） 

１．ボランティアコーナー等相談・コーディネイト機能 25.7％ 

２．活動・集会で利用できる貸し部屋機能 30.9％ 

３．パソコン等を活用した情報収集や自習ができるフリースペース機能 21.3％ 

４．ミニシアターや講座，セミナーの実施など，娯楽・社会教育機能 37.3％ 

５．カフェのような交流・溜り場機能 49.4％ 

６．健康器具の設置など健康増進機能 14.9％ 

７．オムツ台や幼児の遊び場などの子育て支援機能 24.5％ 

８．図書館や行政資料などの情報提供機能 18.5％ 

９．その他〔具体的に：                                〕 2.8％ 

10．分からない 8.0％ 

無回答 0.0％ 

 

問28 ①あなたは次のような手助けをしてほしいと思いますか。【手助けへの意向】 

②また，高齢者や障害のある方，子育てなどで困っている近所のご家庭などに対して，

あなたは次のような手助けをしたことがありますか。【手助けの経験】 

③また，手助けをしたことがない場合は，今後したいと思いますか。【今後の意向】 

  

 ① 

【手助けへの意向】 
 

 ② 

【手助けの

経験】 

 ③ 

【今後の意向】 

 

(N=836) 

し
て
ほ
し
い 

し
て
ほ
し
い
と 

 

思
っ
た
こ
と
が
あ
る 

し
て
ほ
し
く
な
い 

無
回
答 

 

し
た
こ
と
が
あ
る 

し
た
こ
と
が
な
い 

無
回
答 

  

今
後
し
た
い
と 

 
 

 

思
っ
て
い
る 

 

今
後
も
し
た
い
と 

 
 

 

思
わ
な
い 

分
か
ら
な
い 

無
回
答 

（１）安否確認の声かけ 29.5％ 21.8％ 35.6％ 13.0%  15.7％ 79.2％ 5.1％ 
n= 

662 43.2％ 6.0％ 49.7％ 1.1％ 

（２）ちょっとした買い物や 

ゴミ出し 
6.5％ 17.1％ 61.5％ 15.0% 

 
12.4％ 81.2％ 6.3％ 

n= 

679 24.6％ 16.5％ 57.3％ 1.6％ 

（３）食事や掃除・洗濯の手伝い 6.0％ 15.4％ 63.2％ 15.4%  7.9％ 85.0％ 7.1％ 
n= 

711 16.2％ 20.8％ 61.3％ 1.7％ 

（４）通院の送迎や外出の手助け 8.1％ 18.1％ 59.0％ 14.8%  9.4％ 83.6％ 6.9％ 
n= 

699 20.3％ 18.6％ 59.2％ 1.9％ 

（５）子どもの預かり 12.7％ 23.3％ 46.3％ 17.7%  16.9％ 76.1％ 7.1％ 
n= 

636 19.7％ 21.2％ 57.7％ 1.4％ 

（６）話し相手や相談相手 7.1％ 22.8％ 54.5％ 15.6%  17.8％ 75.6％ 6.6％ 
n= 

632 23.7％ 15.3％ 59.0％ 1.9％ 

（７）災害時避難の手助けの準備 19.4％ 27.9％ 37.9％ 14.8%  3.5％ 90.0％ 6.6％ 
n= 

752 43.6％ 6.5％ 48.3％ 1.6％ 

（８）具合がよくないときに， 

病院等に連絡する 
17.5％ 26.0％ 42.3％ 14.2% 

 
9.4％ 84.3％ 6.2％ 

n= 

705 42.7％ 7.2％ 48.5％ 1.6％ 

（１）～（８）までの手助けに

ついて，該当する項目に

○を記入してください。 
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問29  調布市では，人々が高齢者や障害者への理解を深め，市民全体が互いの人格と個

性を尊重しあう地域社会の実現を目指しています。このような「市民全体が互いの人

格と個性を尊重しあう」という考え方について，あなた自身は理解していると思います

か。（１つに○）  

(N=836) 

１．理解している 14.4％ 

２．どちらかといえば，理解している 43.9％ 

３．どちらかといえば，理解していない 17.8％ 

４．理解していない 8.9％ 

５．分からない 12.6％ 

無回答 2.5％ 

 

福祉のまちづくりについておたずねします 
 

問30 あなたは，次のような考え方についてどう思いますか。 

（（１）～（７）までそれぞれ１つに○）  

(N=836) 
 

 と
て
も
そ
う 

思
う 

そ
う
思
う 

あ
ま
り
そ
う 

思
わ
な
い 

そ
う
思
わ
な
い 

無
回
答 

（１）障害のある人とない人が，地域社会の中で

ともに生きるのが当然の姿である 
37.7％ 54.4％ 4.7％ 0.6％ 2.6％ 

（２）ホームレスの問題は，本人だけでなく，社

会全体の問題だと感じる 
16.0％ 48.9％ 26.1％ 5.9％ 3.1％ 

（３）生活保護を受けている人に対する偏見や差

別があると感じる 
7.3％ 39.7％ 40.0％ 9.0％ 4.1％ 

（４）ひきこもり※やニート※は，本人だけでなく，

社会全体の問題だと感じる 
9.2％ 42.7％ 34.6％ 10.2％ 3.3％ 

（５）虐待を防ぐために，地域でのつながりが重

要である 
31.9％ 55.7％ 7.8％ 1.1％ 3.5％ 

（６）ＤＶ※被害を防ぎ，被害者を支援するために，

地域でのつながりが重要である 
23.8％ 54.8％ 16.1％ 1.7％ 3.6％ 

（７）ひとり親家庭の自立を支援するために，地

域でのつながりが重要である 
19.4％ 60.2％ 14.5％ 2.0％ 3.9％ 

 

 

 

 

※「ひきこもり」，「ニート」 

若者のうち，学校や仕事に行かず，求職活動などをしていない者を指しています。 

※「ＤＶ」（ドメスティック・バイオレンス） 

配偶者や恋人など親密な関係にある（またはあった）者から振るわれる暴力。 

身体的な暴力だけでなく，精神的，経済的，性的な暴力などあらゆる暴力を含みます。 
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問31 あなたは，調布市が障害のある人に配布していて，災

害時や日常生活の中で困ったときのその人の緊急連絡

先や必要な支援内容などが記載されている「ヘルプカ

ード」について知っていますか。（１つに○） 

 (N=836) 

１．内容も含めて知っている 9.0％ 

２．名前程度は知っているが，内容は知らない 13.6％ 

３．全く知らない 75.5％ 

無回答 1.9％ 

 

問32 あなたは，平成 24年 10月から「障害者虐待防止法」が施行されたことを，知っていま

したか。（１つに○）  

(N=836) 

１．知っていた  13.9％ 

２．知らなかった 83.4％  

無回答      2.8％ 

問 32-1 「１．知っていた」と答えた方にお聞きします。調布市では障害福祉課が「障害者

虐待防止センター※」として，障害者虐待の通報窓口となっていることを知ってい

ましたか。（１つに○）  

（ｎ=116） 

１．知っていた 19.8％ 

２．知らなかった 80.2％ 

無回答 0.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「障害者虐待防止センター」 

   障害者の虐待に関する通報を受けるための窓口として，各市町村が設置しています。

センターで通報を受けた場合は，立ち入り調査等による事実確認や，一時保護など

の措置を行います。 
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調布市の保健福祉施策についておたずねします 

 

問33 あなたは，調布市の保健福祉施策（サービス）に関する情報を，どこから入手していま

すか。（いくつでも○）  

(N=836) 

１．家族，知人からの口コミ 14.7％ 

２．相談窓口（市役所，行政機関，行政事務所など） 7.8％ 

３．広報紙などの印刷物 63.6％ 

（市報ちょうふ，暮らしの便利帳，市議会だより，ふくしの窓（社会福祉協議会の会報）など） 

４．地域の掲示板のポスター，回覧板 10.3％ 

５．テレビ（ケーブルテレビを含む）・ラジオ 2.6％ 

６．インターネットサイト（パソコン）  18.5％ 

７．インターネットサイト（携帯電話，スマートフォン，タブレット端末） 8.6％ 

８．その他〔具体的に：                                〕 0.5％ 

９．特にない・情報は入手していない 23.8％ 

無回答 1.8％ 

 

問34 あなたが，調布市の保健福祉施策（サービス）に関する情報として，今後最も活用し

たいのは次のうちどれですか。（１つに○）  

(N=836) 

１．家族，知人からの口コミ 7.7％ 

２．相談窓口（市役所，行政機関，行政事務所など） 6.5％ 

３．広報紙などの印刷物 54.3％ 

（市報ちょうふ，暮らしの便利帳，市議会だより，ふくしの窓（社会福祉協議会の会報）など） 

４．地域の掲示板のポスター，回覧板 1.6％ 

５．テレビ（ケーブルテレビを含む）・ラジオ 1.4％ 

６．インターネットサイト（パソコン）  13.9％ 

７．インターネットサイト（携帯電話，スマートフォン，タブレット端末） 11.7％ 

無回答 3.0％ 
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問35 調布市では，健康管理や介護予防のためにさまざまな健康づくり事業を行っていま

す。どのような健康づくり事業に参加したいですか。 
 

（１） あなたは将来に向けて，どのような種類の健康づくり事業に参加してみたいですか。

（いくつでも○）  

(N=836) 

１．交流（趣味，レクリエーションなど） 34.8％ 

２．骨折予防などの寝たきり予防生活機能の維持・向上 13.0％ 

３．運動・スポーツ活動 53.9％ 

４．筋力トレーニング 32.4％ 

５．生活習慣病の予防 28.0％ 

６．認知症の予防，ケア 21.4％ 

７．歯科・口腔ケア 17.1％ 

８．栄養や食事の指導 20.9％ 

９．その他〔具体的に：                                〕 0.4％ 

10．特にない 16.1％ 

無回答 1.9％ 

 

（２） どのような形式の健康づくり事業に参加してみたいですか。（１つに○）  

(N=836) 

１．講演会などの話を聞く形式の事業 7.5％ 

２．実際に体を動かす実践形式の事業 33.4％ 

３．１と２を組み合わせた形式の事業 35.0％ 

４．その他〔具体的に：                                〕 0.5％ 

５．特にない 20.8％ 

無回答 2.8％ 

 

問36 調布市において，今後，特に力を入れていくべきと思う保健福祉施策（サービス）は何

ですか。（いくつでも○）  

(N=836) 

１．少子化対策や子育て支援施策 48.6％ 

２．障害者（児）支援施策 23.3％ 

３．高齢者の介護や生活支援施策 48.1％ 

４．市民の健康づくり施策 23.7％ 

５．市民の生きがいや社会参加への支援施策 20.8％ 

６．ボランティア活動の振興・支援施策 16.0％ 

７．住まいや住環境の整備 28.6％ 

８．就労支援施策 23.9％ 

９．高齢者や障害者等に配慮したまちづくり施策 37.0％ 

10．その他〔具体的に：                                 〕 2.3％ 

11．特にない 2.6％ 

12．分からない 7.1％ 

無回答 2.3％ 
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問37 調布市の保健福祉施策（サービス）をより充実していくために，あなたが重要と思う取

組はどれですか。（いくつでも○）  

(N=836) 

１．相談や情報提供体制の充実 50.5％ 

２．利用者の立場や権利を保護・擁護する制度の充実 20.2％ 

３．住宅サービス（ホームヘルプサービス，デイサービスなど）の質と量の確保 37.7％ 

４．入所施設サービスの質と量の確保 34.0％ 

５．市民グループやボランティア団体などの育成・活動支援 19.6％ 

６．市民相互の助け合い・支え合い活動の活性化 25.2％ 

７．民間活力の導入による福祉サービスの確保と活性化 21.1％ 

８．市民・関連団体・行政の連携と協働の推進 18.4％ 

９．市民への福祉意識の啓発 18.7％ 

10．その他〔具体的に：                                 〕 1.3％ 

11．特にない 2.0％ 

12．分からない 11.6％ 

無回答 2.4％ 

 

地域づくりや地域福祉施策についておたずねします 

 

問38 最後に，地域づくりに必要なことや調布市の地域福祉施策についてのご要望・ご意見

がありましたら，ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――ご協力ありがとうございました――― 

 

 

 

 



 
調布市民福祉ニーズ調査 

高齢者の生きがいと地域生活に関する調査 
 

調査についてのお願い 
 

市民の皆さまには日ごろから市政発展のため，ご理解とご協力をいただき，厚くお礼

申しあげます。 

このたび調布市では，皆さまのご意見やご要望を幅広くお聴きし，今後の高齢者施策

等のあり方を検討する際の資料とするため，「高齢者の生きがいと地域生活に関する調

査」を実施することとなりました。この調査は，平成 25 年 10 月１日現在，調布市に

お住まいの 65 歳以上の市民の皆様の中から，2,000 人を無作為に選ばせていただき，

ご意見やご要望をおうかがいするものです。 

ご回答いただきました内容はすべて統計的に処理し，調査目的以外に使用することは

ありません。お忙しいところ誠に恐縮に存じますが，調査の趣旨をご理解いただき，ご

協力をお願い申しあげます。 

 

                平成 25 年 10 月 調布市長 長 友 貴 樹    

 

 

 

 

調査票，返信用封筒には住所，氏名を記入する必要はありません。 

ご記入が終わりましたら，調査票を同封の返信用封筒（切手は不要です。）に入れ， 
11 月４日(月)までに郵便ポストに投函してください。 

調査についてご質問などがありましたら， 

下記までお問い合わせください。 

 
 
 

問合せ先 

 調布市 福祉健康部 高齢者支援室 

 電話：０４２－４８１－７１４９ 

 

 

裏面の「記入についてのお願い」をよくお読みのうえ，ご記入をお願いします。 
 



 

 

 

 

 

 

記入についてのお願い 

 

1. 封筒のあて名ご本人について，ご記入をお願いいたします。 

調査票の設問中の「あなた」とは，封筒のあて名の方を指しま

す。なお，ご本人が回答困難な場合，入院中などの場合は，ご

家族や周りの方がお手伝いいただくか，あて名のご本人の意見

を聞いたうえで代わりにご記入ください。 

2. 濃い鉛筆又は黒のボールペンで記入してください。 

3. お答えをいただく際は，あてはまる項目の番号を○印で囲んで

ください。  

    の場合は回答内容等を記入してください。 

4. ○の数は，それぞれの質問の指示に従ってください。 

5. 「その他」に○印をつけられた方は，〔  〕内に具体的な答え

を記入してください。 
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あなた（あて名のご本人）のことをおたずねします 
※ここでいう「あなた」とは調査票をお送りしている方のことです。 

※以下の質問については平成 25 年 10 月 1 日現在の状況をもとに回答してください。 

 

問1 この調査に回答していただく方はどなたですか。（１つに○） 
(N=1,459) 

１．本人（代筆可） 91.8％  ２．家族 5.4％  ３．その他 0.1％  無回答 2.6％ 

 

問2 あなたの性別をお答えください。（１つに○） 

また，平成 25 年 10 月 1 日現在の年齢をご記入ください。 
(N=1,459) 

１．男性 43.2％ ２．女性 54.9％ 無回答 1.9％ 〔平均 74.9〕歳 ※数字を記入 

 
65～69 歳 23.5％ 75～79 歳 19.8％ 85 歳以上 9.5％ 

70～74 歳 24.5％ 80～84 歳 14.3％ 無回答 8.3％ 
 

問3 あなたは，どこで生活していますか。現在の状況をお答えください。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．自宅で生活している（持ち家・借家・賃貸・間借りを問わず） 94.0％ 

２．病院に入院中 1.2％ 
３．その他〔具体的に：                   〕 2.9％ 

無回答 1.9％ 
 

問4 現在，あなたがいっしょに暮らしているご家族の構成は，次のどれですか。（１つに○） 
(N=1,459) 

 

問5 現在，あなたがお住まいの地域を，記入例を参考に町名を記入してください。 
(N=1,459) 

第１地域 4.7％ 第３地域 8.6％ 第５地域 6.4％ 第７地域 18.2％ 第９地域 8.4％ 

第２地域 15.6％ 第４地域 6.6％ 第６地域 8.8％ 第８地域 11.5％ 第10 地域 8.1％ 

        無回答 3.1％ 
 

問6 あなたは現在，どのような仕事をしていますか。（１つに○） 
(N=1,459) 
１．常勤の社員・職員 2.8％ 
２．非常勤，嘱託，パート，アルバイトなど 10.9％ 
３．自営業主，自営業手伝い 8.4％ 
４．仕事はしていない 75.6％ 

無回答 2.3％ 
 

１．ひとり暮らし 20.3％ 
２．夫婦のみ（配偶者は 65 歳以上） 39.1％ 
３．夫婦のみ（配偶者は 65 歳未満） 4.5％ 
４．上記（１～３）以外で世帯全員が 65 歳以上 2.3％ 
５．上記（１～４）以外 31.4％ 

無回答 2.5％ 
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お住まいについておたずねします 
 

問7 あなたのお住まいは，次のどれですか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．持ち家の一戸建て 50.1％ 

２．持ち家の集合住宅（マンション・アパートなど）  20.2％ 

３．賃貸の一戸建て 1.8％ 

４．賃貸の集合住宅（マンション・アパートなど） 10.6％ 

５．公営住宅（市営・都営住宅など） 10.2％ 

６．社宅・公務員住宅など 0.1％ 

７．その他〔具体的に：                     〕 2.3％ 

無回答 4.7％ 

 

問8 お住まいについて何か困っていることがありますか。 

（１） 設計設備について （いくつでも○） 

   (N=1,459) 

１．家屋内に段差があり，歩行に支障がある 6.6％ 

２．浴室・トイレなどに手すりが設置されておらず不便 7.5％ 

３．住宅が狭い・または自分専用の部屋がない 5.5％ 

４．入り口や廊下のスペースが狭く移動がむずかしい 2.6％ 

５．駐車場がない 3.7％ 

６．エレベーターがない 6.1％ 

７．その他〔具体的に：                   〕 6.0％ 

８．特に困っていない 66.6％ 

無回答 7.7％ 
 

（２） 住宅事情について （いくつでも○） 

   (N=1,459) 

１．家賃が高い 9.0％ 

２．収入の問題で家を借りるのがむずかしい 2.4％ 

３．障害のため家を借りるのがむずかしい 0.3％ 

４．保証人がいないため家を借りるのがむずかしい 1.2％ 

５．立ち退きを求められている 0.8％ 

６．その他〔具体的に：                      〕 4.5％ 

７．特に困っていない 71.4％ 

無回答 13.6％ 
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問9 あなたは，地域での暮らしの中で，不安や課題と感じることがありますか。身近に感じ

る不安や課題をお答えください。（いくつでも○） 

(N=1,459) 

１．健康のこと 46.5％ 

２．介護のこと 24.2％ 

３．老後の生活のこと 33.2％ 

４．住まいや住宅のこと 9.1％ 

５．仕事のこと 3.8％ 

６．近所づきあい，友だちづきあいのこと 4.0％ 

７．防犯，地域の安全のこと 

8．孤立死のこと 

9．災害時のこと 

10．気軽に相談できる人（機関）が少ないこと 

11．葬儀，墓のこと 

12．その他〔具体的に：        〕 

13．特にない 

無回答 

11.7％ 

6.7％ 

23.5％ 

7.5％ 

9.5％ 

3.1％ 

26.0％ 

5.4％ 

 
問10 あなたの暮らし向きは，次のうちどれにあてはまりますか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．とても余裕がある 1.6％ 

２．余裕がある 31.9％ 

３．あまり余裕がない 40.8％ 

４．余裕がない 18.6％ 

無回答 7.0％ 

 

問11 あなたが，日常生活の中で困ったとき，主に相談できる相手は次のうちどなたですか。

（１つに○） 

(N=1,459) 

１．同居の家族 54.3％ 

２．別居の家族や親戚 22.1％ 

３．自治会や近所の人  0.4％ 

４．友人・知人 4.6％ 

５．その他〔具体的に：                    〕 1.0％ 

６．身近な相談相手はいない 4.2％ 

７．困っていることはない 8.2％ 

無回答 5.2％ 
 
 

日ごろのお悩みと相談についておたずねします 
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問12 あなたは，身近な方に相談しても困りごとが解決しなかったとき，次のようなところに

相談したことがありますか。（いくつでも○） 

(N=1,459) 

１．民生委員・児童委員 1.5％ 

２．市役所 12.7％ 

３．社会福祉協議会 1.6％ 

４．調布ゆうあい福祉公社 2.9％ 

５．地域包括支援センター 5.8％ 

６．NPO 団体〔具体的に：                 〕 0.0％ 

７．ボランティア〔具体的に：                〕 0.1％ 

８．ケアマネジャー・ヘルパーなどの民間事業者 7.1％ 

９．かかりつけ医や保健師など医療関係者 13.6％ 

10．その他〔具体的に：                  〕 2.7％ 

11．相談できる人（機関）はいない 4.8％ 

12．困りごとが解決しなかったことはない 9.3％ 

13．困っていることはない 42.6％ 

無回答 9.9％ 
 

健康・医療についておたずねします 
 

問13 あなたが，「高齢者」と意識する年齢は，何歳からだと思っていますか。あなたの意識

にもっとも近いものをお答えください。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．60 歳以上 1.2％ ４．75 歳以上 33.9％ 
２．65 歳以上 6.3％ ５．80 歳以上 23.2％ 
３．70 歳以上 33.6％ 無回答 1.8％ 

 
問14 あなたの健康状態は，いかがですか。もっとも近いものをお答えください。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．大変健康である 6.6％ 

２．おおむね健康で普通に生活している 65.3％ 

３．病気や障害がある 26.6％ 

無回答 1.4％ 

 

問 14-1 病気や障害は日常生活にどのような影響がありますか。（１つに○） 

      (ｎ=388) 

１．日常生活や外出は一人でできる 55.9％ 

２．家の中の生活はほぼ一人でできるが外出は一人でできない 17.3％ 

３．家の中の生活で手助けを必要とする 12.1％ 

４．家の中で手助けを必要とし，日中はベッド（ふとん）ですごす時間が多い 7.0％ 

５．トイレ，食事，着替えなどに手助けを必要とし，ほとんど寝たきりである 5.7％ 

無回答 2.1％ 
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問15 あなたには，「かかりつけ医」，「かかりつけ歯科医」，「かかりつけ薬局」※はいますか。

（それぞれ１つに○） 

(N=1,459) いる いない 無回答 

（１）かかりつけ医（診療所・医院） 62.1％ 14.9％ 23.0％ 

（２）かかりつけ医（病院） 47.7％ 20.9％ 31.4％ 

（３）かかりつけ歯科医 65.3％ 13.8％ 21.0％ 

（４）かかりつけ薬局 47.8％ 22.9％ 29.3％ 

 
 
 

 

 

 

問16 あなたは，現在の生活に「はりあい」や「楽しみ」を感じていますか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．とても感じる 26.9％ 

２．少し感じる 35.8％ 

３．あまり感じない 25.6％ 

４．感じない 6.4％ 

無回答 5.2％ 
 

問 16-1 「はりあい」や「楽しみ」を感じるのはどのようなときですか。 

 ご自由にお書きください。 

 

 

 
 

問17 あなたは今後，仕事をしたい（続けたい）ですか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．仕事をしたい（続けたい） 22.0％ 

２．仕事をしたいが，仕事がないのでできない 7.9％ 

３．仕事をしたいが，からだの具合が悪いのでできない 12.4％ 

４．仕事をする必要がない・したくない 47.2％ 

無回答 10.6％ 
 

問 17-1 問 17 で１～２と答えた方におたずねします。あなたは，自分の知識や技能を活

かしながら，地域に貢献できる仕事をしたいと思いますか。（１つに○） 

      （ｎ=436） 

１．したいと思う 77.8％ 

２．したいとは思わない 17.2％ 

無回答 5.0％ 

 

※「かかりつけ医」，「かかりつけ歯科医」，「かかりつけ薬局」 

ここでは，あなたの生活の状況などを理解していて，健康や病気のことを日ごろ

から，気軽に相談できるような身近な医師，歯科医師，薬局をさします。 
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問18 あなたは，健康や体調を維持するために，市役所から支援して欲しいと思うことはあり

ますか。（いくつでも○） 

(N=1,459) 

１．広報や健康教室などによる情報や知識の提供 23.0％ 

２．介護予防に関する相談窓口の充実 14.2％ 

３．心身の機能に関する健康診断の実施 19.6％ 

４．一人ひとりにあった介護予防プラン（生活等の改善プラン）の作成 9.3％ 

５．介護予防のための教室・講演会などの開催 9.5％ 

６．さまざまな趣味・余暇活動や地域活動などの場所や機会の提供 24.1％ 

７．その他〔具体的に：                 〕 3.9％ 

８．特にない 38.7％ 

無回答 8.4％ 

 

外出についておたずねします 

 

問19 あなたは，買い物や通院などの生活に必要な外出や，余暇や仕事などのために必要

な外出は，どれくらいしていますか。 

（１） 買い物や通院などの生活に必要な外出 （１つに○） 

(N=1,459) 

１．ほぼ毎日 40.7％ 

２．週３～４日程度 26.9％ 

３．週１～２日程度 16.0％ 

４．１か月に１～３回 8.6％ 

５．ほとんどしない 4.4％ 

無回答 3.4％ 

（２） 余暇や仕事などのために必要な外出 （１つに○） 

(N=1,459) 

１．ほぼ毎日 27.3％ 

２．週３～４日程度 22.3％ 

３．週１～２日程度 19.9％ 

４．１か月に１～３回 10.5％ 

５．ほとんどしない 14.5％ 

無回答 5.6％ 
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問20 あなたは，外出や移動について不安や問題を感じていますか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．とても感じる 8.2％ 
２．少し感じる 18.4％ 
３．あまり感じない 33.7％ 
４．感じない 34.5％ 

無回答 5.1％ 
 

問 20-1 外出に関しての不安や問題は，主にどのようなことですか。（１つに○） 

      （ｎ=388）  

１．足，腰が痛いなど身体の調子が悪い 60.8％ 

２．介助者が確保できない 2.1％ 

３．バリアフリー※でない（階段がある，段差があるなど） 7.0％ 

４．外出にお金がかかる 4.6％ 

５．家族や関係者に手間をかける 9.0％ 

６．出かける先の様子や行き方の情報がない 2.1％ 

７．その他〔具体的に：                    〕 10.3％ 

無回答 4.1％ 

 

 

 

 

 

 

問21 あなたが，もっと外出するために必要なものはどのようなことですか。（１つに○） 

(N=1,459)  

１．介護者・介護サービス 3.4％ ６．公共交通機関のバリアフリー化 5.8％ 

２．便利なタクシーや移動サービス 8.2％ ７．一緒に外出する仲間 5.8％ 

３．経済的な余裕 18.0％ ８．その他〔具体的に：     〕 3.5％ 

４．家族の理解 4.0％ ９．特にない 46.2％ 

５．外出に関する情報 2.7％ 無回答 7.3％ 

 

 

介護の状況や介護保険についておたずねします 
 

問22 あなたは現在，介護を受けていますか。（いくつでも○） 

(N=1,459) 

１．家族や親族から介護を受けている 16.5％ 

２．介護保険制度を利用して介護を受けている 7.7％ 

３．ボランティアから介護を受けている 0.2％ 

４．その他の人から介護を受けている〔具体的に：      〕 1.3％ 

５．介護を受けていない 76.0％ 

無回答 3.4％ 

 

 

※「バリアフリー」 

ここでは，高齢の方が生活するうえで，生活に支障が出ないように障害を取り

除くことです。たとえば，家の中の段差をなくすこと，階段に手すりを取り付

けることのほか，駅中にエスカレーターを設置することなどが挙げられます。 

 

問 22－１へ 
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問 22-1 問 22 で１と答えた方におたずねします。主な介護者はどなたですか。 

      （１つに○） 

      （ｎ=241） 

１．配偶者 43.6％ ５．兄弟・姉妹 4.1％ 

２．娘 26.6％ ６．親 0.0％ 

３．息子 12.9％ ７．その他〔具体的に：    〕 8.7％ 

４．娘・息子の配偶者 4.1％ 無回答 0.0％ 

 

問23 あなたは，介護が必要になったとき，どこで生活したいと考えていますか。（１つに○）

(N=1,459) 

１．自宅で家族などの介護を受けながら生活したい 22.3％ 

２．自宅で在宅サービス（通い・訪問を含む）を受けながら生活したい 29.1％ 

３．特別養護老人ホームや有料老人ホームなどの施設に入所したい 13.8％ 

４．その他〔具体的に：                 〕 1.2％ 

５．自宅で生活したいが、人の世話にはなりたくない 14.3％ 

６．分からない 16.2％ 

無回答 3.2％ 

 

問24 あなたのご家庭で自宅療養を続けるには，何が必要ですか。（いくつでも○） 

(N=1,459) 

1．今のままで差しつかえない 20.2％ 

２．訪問医の確保 36.8％ 

３．より手厚い訪問看護サービス※1 25.6％ 

４．より手厚い訪問介護サービス※2 26.7％ 

５．より手厚い通所介護サービス※3 14.7％ 

６．体調急変時の病床の確保 28.1％ 

７．医療・介護以外の見守り（安否確認）体制 8.9％ 

８．緊急通報システム※4 28.4％ 

９．家族介護者の休息のためのサービス 17.5％ 

10．地域住民（ご近所）同士の支え合い 8.3％ 

11．その他〔具体的に：                   〕 3.6％ 

無回答 12.3％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1「訪問看護サービス」 

看護師などが，病気等の理由で自宅などで療養してい

る患者宅を訪問し，健康状態の観察や医療的指導を行

うことです。 

※2「訪問介護サービス」 

ホームヘルパーなどが，介護が必要な高齢者などのお

宅に訪問し，食事や入浴のお世話，掃除や洗濯などの

介助を行うことです。 

※3「通所介護サービス」 

介護が必要な高齢者などが，デイサービスセンターに

出向いて，入浴や体操・レクリエーションなどを行う

ことです。 

※4「緊急通報システム」 

自宅に専用通報機を設置し、緊急時に通報機のボタン

を押すことで、民間事業者の救助や救急車による救助

を受けられるサービスです。 
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問25 あなたは，日ごろどのような近所づきあいをしていますか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．家を行き来するなど，親しく近所づきあいをしている 13.6％ 
２．立ち話をする程度のつきあいをしている 40.8％ 
３．あいさつをする程度のつきあいをしている 33.7％ 
４．近所づきあいをしていない 10.1％ 

無回答 1.9％ 
 

問 25-1 近所づきあいをしていない主な理由は何ですか。（いくつでも○） 

     (ｎ=148) 

１．仕事や家事などで忙しく時間がないから 6.8％ 
２．引っ越してきて間もないから 16.9％ 
３．普段つきあう機会がないから 45.9％ 
４．同世代の人が近くにいないから 10.1％ 
５．気の合う人・話の合う人が近くにいないから 23.0％ 
６．あまりかかわりをもちたくないから 20.3％ 
７．その他〔具体的に：                 〕 20.9％ 

無回答 2.0％ 
 

地域福祉活動等の取組についておたずねします 
 

問26 次のような地域活動・ボランティア活動等について，あなたが興味のある活動はあり

ますか。（いくつでも○） 

(N=1,459) 

１．子育て世帯の支援・青少年の健やかな成長のための活動 7.7％ 

２．ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯，介護が必要な高齢者を支援する活動 13.4％ 

３．障害のある人（子ども）や病気の人を支援する活動 5.8％ 

４．地域の伝統や文化を伝える活動 10.1％ 

５．交通安全や犯罪防止など地域の安全を守る活動 10.4％ 

６．災害時に救援・支援をする活動 12.3％ 

７．地域の環境美化，環境保全・自然保護などの活動 13.9％ 

８．自治会・地区協議会・老人クラブなどの活動 13.4％ 

９．その他〔具体的に：                           〕 4.3％ 

10．特に興味のある活動はない 38.9％ 

無回答 11.8％ 

  
 
 
 

近所づきあいや地域のつながりについておたずねします 
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問27 あなたは，実際に問 26 のような地域活動・ボランティア活動等に取り組んでいますか。

（１つに○） 

(N=1,459) 

１．現在，継続的に取り組んでいる 9.4％ 

２．たまに，取り組むことがある 3.6％ 

３．以前取り組んだことがあるが，現在はほとんどしていない 13.9％ 

４．取り組んだことはない 62.3％ 

無回答 10.8％ 

 
 

問28 あなたは，今後，問 26 のような地域活動・ボランティア活動等に取り組んでいきたい

と考えていますか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．積極的に，取り組んでいきたい 2.0％ 

２．できるだけ，取り組んでいきたい 6.5％ 

３．機会があれば，取り組んでもよい 22.5％ 

４．取り組みたいが，できない 30.0％ 

５．あまり取り組みたくない 26.0％ 

無回答 13.0％ 
 

問 28-1  どのような条件であれば，参加・活動しやすいと思いますか。（いくつでも○） 

      （ｎ=453） 

１．活動情報の提供があること 32.5％ 

２．活動や団体を紹介してくれること 14.8％ 

３．友人等といっしょに参加できること 17.0％ 

４．時間や期間にあまりしばられないこと 61.8％ 

５．身近なところで活動できること 58.1％ 

６．適切な指導者やリーダーがいること 25.8％ 

７．身体的な負担が少ないこと 32.7％ 

８．金銭的な負担が少ないこと 37.7％ 

９．その他〔具体的に：               〕 2.0％ 

10．分からない 0.9％ 

無回答 0.9％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 高齢者調査 11 - 

住民参加の地域づくりについておたずねします 
 

問29 あなたは暮らしの中で，地域のつながり（住民同士の助け合い・支え合いなど）は必要

だと思いますか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．とても必要だと思う 32.7％ 

２．どちらかといえば，必要だと思う 51.8％ 

３．どちらかといえば，必要だと思わない 6.4％ 

４．必要ないと思う 2.7％ 

無回答 6.4％ 
 

問30 あなたがお住まいの地域には，地域のつながり（住民同士の助け合い・支え合いな

ど）はあると感じますか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．とても感じる 8.4％ ４．感じない  15.5％ 

２．少し感じる 35.4％ 無回答 6.6％ 

３．あまり感じない 34.2%   
 

問31 あなたは介護が必要になったときに，次のような手助けをしてほしいと思いますか。

（それぞれ１つに○） 

(N=1,459) し
て
ほ
し
い 

し
て
ほ
し
い
と 

思
っ
た
こ
と
が
あ
る 

 
 

 

し
て
ほ
し
い
と
思
わ
な
い 

無
回
答 

（１）安否確認の声かけ 42.0％ 15.1％ 13.3％ 29.6％ 

（２）ちょっとした買い物やゴミ出し 27.0％ 18.2％ 21.7％ 33.2％ 

（３）食事や掃除・洗濯の手伝い 27.5％ 15.8％ 23.8％ 33.0％ 

（４）通院の送迎や外出の手助け 32.2％ 15.6％ 19.4％ 32.8％ 

（５）子どもの預かり  4.0％  4.3％ 35.1％ 56.5％ 

（６）話し相手や相談相手 17.7％ 17.2％ 24.7％ 40.4％ 

（７）災害時避難の手助けの準備 35.6％ 18.8％ 12.1％ 33.6％ 

（８）具合がよくないときに，病院等に連絡する 37.7％ 16.9％ 13.2％ 32.1％ 

 
 
 

（１）～（８）までの手助けについて，該当す

る項目に○を記入してください。 
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災害時の対応についておたずねします 
 

問32 あなたは，災害や火災などの緊急時に，一人で避難することができますか。 

（１つに○）(N=1,459) 

１．一人で判断し，避難できる 74.1％ 

２．一人で判断できるが，避難はできない 13.2％ 

３．一人では判断できないし，避難もできない 7.5％ 

無回答 5.2％ 
 

問 32-1 災害や火災など緊急時に避難する際に，手助けを頼める人はいますか。（１つに○） 

（ｎ=302） 

１．いる 56.6％ 

２．いない 25.8％ 

３．分からない 15.2％ 

無回答 2.3％ 

 

問33 あなたの家に一番近い広域避難場所を知っていますか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．知っている 72.4％ 

２．知っているが，経路（行き方）は知らない 2.9％ 

３．知らない 19.9％ 

無回答 4.7％ 

 

問34 あなたは，災害時に避難を助けたり，避難状況を確認するために，自治会，地区協議

会※1，防災市民組織※2 へ，住所・氏名・連絡先などの情報を事前に知らせておくこと

について，どう思いますか。（１つに○）(N=1,459) 

１．住所・氏名・連絡先ならば，知らせてもいい 74.4％ 

２．知らせたくない 3.3％ 

３．分からない 16.9％ 

無回答 5.4％ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※1「地区協議会」 

おおむね小学校区をひとつのコミュニティエリアとして，自治会・子ども会・民生委

員・ＰＴＡ・健全育成・学校開放・消防団・商店会・ボランティアサークルなどの地

域の活動団体や個人を横糸で結んだネットワーク組織です。 

※2「防災市民組織」 

発災直後の人命救助や初期消火のため，「自分たちのまちは自分たちで守る」という連

帯感に基づき，地域で自主的に結成された組織です。 
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問35 あなたは，災害時に手助けが必要な地域の方に対してできることはありますか。（いく

つでも○） 

(N=1,459) 

１．避難所での支援活動（食糧・日用品の運搬等や炊き出しの手伝い） 34.9％ 

２．ひとり暮らし高齢者や手助けの必要な方への声掛け 39.1％ 

３．子どものいる家族への手助け 16.5％ 

４．けが人の手当て 8.0％ 

５．水や食糧の提供 14.9％ 

６．特にできることはない 31.5％ 

７．その他〔具体的に：                 〕 3.4％ 

無回答 9.4％ 

 

高齢者の権利擁護についておたずねします 
 

問36 高齢者の権利や生活を守るための制度や相談窓口として以下のようなものがありま

すが，あなたが知っていたものはありますか。（（１）～（８）までそれぞれ１つに○） 

 (N=1,459) 

 

知
っ
て
い
た 

知
ら
な
か
っ
た 

無
回
答 

（１） 成年後見制度 

判断能力が不十分であるために意

思決定が困難な人の判断能力を，後

見人等が補っていくことによって，

法的に保護する制度です。 

68.5％ 21.4％ 15.1％ 

（２） 

日常生活自立支援

事業（旧名称：地域

福祉権利擁護事業） 

地域福祉権利擁護センターが行う，

判断能力が不十分な人に対して，福

祉サービスの利用や日常的な金銭

管理等を支援する仕組みです。 

28.2％ 53.9％ 17.9％ 

（３） 
見守りネットワー

ク（みまもっと） 

地域住民，協力団体等が，地域の高

齢者等の異変や生活上の支障等に

気づいたら，その情報を地域包括支

援センターに連絡する活動です。 

32.8％ 50.1％ 17.1％ 

（４） 高齢者虐待防止法 

高齢者を虐待から守ることを目的

として平成18年4月に施行されて

います。高齢者虐待とは，身体的暴

行のほか，心理的外傷を与える言

動，世話の放棄，財産の不当な処理

等も含みます。 

36.5％ 46.1％ 17.5％ 

（５） 
調布市社会福祉協

議会 

地域の中で安心した生活を送れる

ように，福祉関係者や地域住民が主

体となり，社会福祉と保健衛生など

の活動をしています。グリーンホー

ルの隣にあります。 

56.3％ 29.7％ 14.0％ 

次ページへつづく 
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知
っ
て
い
た 

知
ら
な
か
っ
た 

無
回
答 

（６） 
多摩南部成年後見 

センター 

第三者専門職による成年後見を受

けることが困難な所得や財産のな

い方に，後見事務を提供するために

設立された法人です。 

6.5％ 73.5％ 19.9％ 

（７） 
調布市消費生活相

談室 

買物相談をはじめ，悪質商法の被害

等，市民の消費生活に関するさまざ

まなトラブルや相談に対応してお

り，調布市役所の８階にあります。 

38.5％ 44.6％ 16.9％ 

（８） 
地域包括支援セン

ター 

高齢者の方やご家族の方が，地域で

安心して暮らせるよう，福祉や介護

に関する様々な相談ができる総合

相談窓口です。電話による相談のほ

か，状況に応じて職員が自宅に訪問

することもでき，必要に応じて適切

な専門機関をご案内します。 

39.7％ 43.5％ 16.8％ 

 

問37 あなたのまわり（あなたご本人も含む）に，権利擁護に関すること（下記のような例の

こと）でお困りと思われる方はいらっしゃいますか。（１つに○） 
(N=1,459) 

権利擁護で困っている例 

・金銭管理ができない          

・悪質商法にだまされた         

・行政や金融機関などへの窓口手続ができない 

・福祉サービスの利用に対する苦情が言えない 

・土地の権利書など重要書類の管理ができない 

 

１．いる 9.0％ 

２．いない 74.3％ 

無回答 16.7％ 
 

問 37-1 それはどなたですか。 （いくつでも○） 

      （ｎ=131） 

１．本人 32.1％ ６．兄弟姉妹 6.1％ 

２．配偶者 34.4％ ７．祖父母 0.0％ 

３．親 5.3％ ８．その他〔具体的に：  〕 5.3％ 

４．子ども（子どもの配偶者を含む） 38.9％ 無回答 3.1％ 

５．孫（孫の配偶者を含む） 3.1％   

 

問 37－１、37-2 へ 
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問 37-2 それはどのような事例ですか。（いくつでも○） 

      （ｎ=131） 

１．金銭管理ができない 27.5％ 
２．悪質商法にだまされた 7.6％ 
３．行政や金融機関などへの窓口手続ができない 25.2％ 
４．福祉サービスの利用に対する苦情が言えない 13.0％ 
５．土地の権利書など重要書類の管理ができない 16.8％ 
６．その他〔具体的に：            〕 5.3％ 

無回答 45.0％ 
 

調布市の高齢者保健福祉施策についておたずねします 

 

問38 調布市では，人々が高齢者や障害者への理解を深め，市民全体が互いの人格と個

性を尊重しあう地域社会の実現を目指しています。このような「市民全体が互いの人

格と個性を尊重しあう」という考え方について，あなた自身は理解していると思います

か。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．理解している 20.6％ 

２．どちらかといえば，理解している 36.9％ 
３．どちらかといえば，理解していない 12.6％ 
４．理解していない 5.3％ 
５．分からない 15.0％ 

無回答 9.5％ 
 

問39 調布市では，高齢者向けに行っている各種事業を市民にお知らせするために，毎年，

高齢者保健福祉サービスを掲載した冊子「くらしの案内～シルバー編～」を発行して

います。このことを知っていましたか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．発行は知っており，毎年入手している 7.1％ 
２．発行は知っており，毎年ではないが入手している 8.6％ 
３．発行は知っていたが，入手していない 13.0％ 
４．知らなかった 62.3％ 
５．その他〔具体的に：                  〕 0.5％ 

無回答 8.5％ 
 

問40 あなたと，あなたのまわりに，介護保険サービスや市が行う高齢者向けサービスなど

の公的な福祉サービスでは対応できないことで困っている方はいらっしゃいますか。

（１つに○） 

(N=1,459) 

１．いる 1.7％ 
２．いない 81.4％ 

無回答 16.9％ 
 

問 40－１へ 
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問 40-1 お困りの方はどなたで，どのようなことでお困りですか，下の欄に具体的にご記

入ください。 

  
  
  
  
  
  

  
 

問41 調布市の高齢者保健福祉施策（サービス）全般について，あなたはどのように感じま

すか。（１つに○） 

(N=1,459) 

１．とても充実している 3.5％ 

２．充実している 40.0％ 
３．あまり充実していない 18.8％ 
４．充実していない 4.0％ 

無回答 33.7％ 
 

問42 調布市の高齢者保健福祉施策（サービス）全般について，市が力を入れるべきことは

次のうちどれだと思いますか。（いくつでも○） 

(N=1,459) 

１．趣味や生きがいづくり，社会参加への支援 30.2％ 
２．働く機会や場所づくり 17.1％ 
３．介護が必要にならないための健康づくりなどの支援 41.7％ 
４．自立生活のための家事（炊事・洗濯・掃除など）についての指導 10.2％ 
５．介護保険サービスの充実（ホームヘルプサービス，デイサービス，ショートステイ） 34.1％ 
６．介護保険以外の保健福祉サービスの充実（配食サービス，紙おむつの給付など） 23.6％ 
７．ボランティアや地域活動の充実 14.1％ 
８．ひとり暮らしなどの高齢者に対する見守りや支え合う地域づくりへの支援 38.7％ 
９．低所得者等への経済的支援 22.1％ 

10．既存住宅の改修支援 14.3％ 
11．安価な賃貸住宅の供給 14.5％ 
12．賃貸住宅入居の仲立ち 6.6％ 
13．段差などがなく利用しやすい公共施設・交通機関の整備 21.6％ 
14．特別養護老人ホームなどの入所施設の整備 37.6％ 
15．社会保障制度改革への不安を解消するような施策への取組 22.5％ 
16．その他〔具体的に：            〕 2.0％ 
17．分からない 9.1％ 

無回答 9.9％ 
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問43 高齢者がいきいきとした生活を送ることができる地域社会を実現するための取組など

について，ご意見・ご要望がありましたら，ご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――ご協力ありがとうございました――― 

 



調布
ち ょ う ふ

市民
し み ん

福祉
ふ く し

ニーズ調査
ち ょ う さ

 

障
しょう

害
が い

のある方
か た

の地域
ち い き

生活
せ い か つ

に関
か ん

する調査
ち ょ う さ

 
 

調査
ち ょ う さ

についてのお願
ね が

い 
 

市民
し み ん

の皆
みな

さまには日
ひ

ごろから市政
し せ い

発展
はってん

のため，ご理解
り か い

とご 協 力
きょうりょく

をいただき，厚
あつ

くお

礼
れい

申
もう

しあげます。 

このたび調布市
ちょうふし

では，皆
みな

さまのご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

を幅広
はばひろ

くお聴
き

きし，今後
こ ん ご

の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

施策
し さ く

等
とう

のあり方
かた

を検討
けんとう

する際
さい

の資料
しりょう

とするため，「 障
しょう

害
がい

のある方
かた

の地域
ち い き

生活
せいかつ

に関
かん

する

調査
ちょうさ

」を実施
じ っ し

することとなりました。この調査
ちょうさ

は，平成
へいせい

25年
ねん

10月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

，調布市
ちょうふし

に

お住
す

まいの身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

，愛
あい

の手帳
てちょう

，精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちの 18歳
さい

以上
いじょう

の方
かた

の中
なか

から，1,450人
にん

を無作為
む さ く い

に選
えら

ばせていただき，ご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

をおうか

がいするものです。 

ご回答
かいとう

いただきました内容
ないよう

はすべて統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

し，調査
ちょうさ

目的
もくてき

以外
い が い

に使用
し よ う

することは

ありません。お 忙
いそが

しいところ 誠
まこと

に 恐 縮
きょうしゅく

に存
ぞん

じますが，調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき，

ご 協 力
きょうりょく

をお願
ねが

い申
もう

しあげます。 

平成
へいせい

25年
ねん

10月
がつ

 調布
ちょうふ

市長
しちょう

 長
なが

 友
とも

 貴
よし

 樹
き

    

 

 

 

調査票
ちょうさひょう

，返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

には住 所
じゅうしょ

，氏名
し め い

を記入
きにゅう

する必要
ひつよう

はありません。 

ご記入
きにゅう

が終
お

わりましたら，調査票
ちょうさひょう

を同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

は不要
ふ よ う

です。）に入
い

れ， 

11月
が つ

７日
に ち

(木
もく

)までに郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

してください。 

調査
ちょうさ

についてご質問
しつもん

などがありましたら，下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 

また，お一人
 ひ と り

で回答
かいとう

が難しい
むずか   

場合
ば あ い

などは，ご相
  そう

談
だん

ください。 

 

問合
といあわ

せ先
さき

 

 調布市
ちょうふし

 福祉
ふ く し

健康部
けんこうぶ

 障 害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

 

 電話
で ん わ

：０４２－４８１－７０９４ 
● 
● 

裏面
り め ん

の「記
き

入
にゅう

についてのお願
ねが

い」をよくお読
よ

みのうえ，ご記
き

入
にゅう

をお願
ねが

いします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

記入
きにゅう

についてのお願
ねが

い 

 

1. 封筒
ふうとう

のあて名
な

ご本人
ほんにん

について，ご記入
きにゅう

をお願
ねが

いいたします。

調査票
ちょうさひょう

の設問中
せつもんちゅう

の「あなた」とは，封筒
ふうとう

のあて名
な

の方
かた

を指
さ

しま

す。なお，ご本人
ほんにん

が回答
かいとう

困難
こんなん

な場合
ば あ い

，入 院 中
にゅういんちゅう

などの場合
ば あ い

は，ご

家族
か ぞ く

や周
まわ

りの方
かた

がお手伝
て つ だ

いいただくか，あて名
な

のご本人
ほんにん

の意見
い け ん

を

聞
き

いたうえで代
か

わりにご記入
きにゅう

ください。 

2. 濃
こ

い鉛筆
えんぴつ

又
また

は黒
くろ

のボールペンで記入
きにゅう

してください。 

3. お答
こた

えをいただく際
さい

は，あてはまる項目
こうもく

の番号
ばんごう

を○印
しるし

で囲
かこ

んでく

ださい。  

    の場合
ば あ い

は回答
かいとう

内容
ないよう

等
とう

を記入
きにゅう

してください。 

4. ○の数
かず

は，それぞれの質問
しつもん

の指示
し じ

に従
したが

ってください。 

5. 「その他
た

」に○印
しるし

をつけられた方
かた

は，〔  〕内
ない

に具体的
ぐたいてき

な答
こた

え

を記入
きにゅう

してください。 



- 障害のある方調査1 - 

 

問1 この調査
ちょ う さ

に回答
かいとう

していただく方
かた

はどなたですか。（１つに○） 

身体(N=617)１．本人
ほんにん

（代筆可
だいひつか

）83.6% ２．家族
か ぞ く

 12.5%  ３．その他
た

0.2%  無回答 3.7% 

知的(N=156)１．本人
ほんにん

（代筆可
だいひつか

）41.7% ２．家族
か ぞ く

 55.1%  ３．その他
た

0.6%  無回答 2.6% 

精神(N=166)１．本人
ほんにん

（代筆可
だいひつか

）84.9% ２．家族
か ぞ く

 12.7%  ３．その他
た

0.0%  無回答 2.4% 

 

問2 あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）の性別
せいべつ

をお答
こた

えください。（１つに○） 

また，平成
へいせい

２５年
ねん

１０月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の年齢
ねんれい

をご記入
きにゅう

ください。 
 

身体(N=617) １．男性
だんせい

 49.8% ２．女性
じょせい

 48.9% 無回答 1.3％ 満
まん

（平均 71.1）歳
さい

  

知的(N=156) １．男性
だんせい

 62.2% ２．女性
じょせい

 37.2% 無回答 0.6％ 満
まん

（平均 36.1）歳
さい

  

精神(N=166) １．男性
だんせい

 45.2% ２．女性
じょせい

 54.2% 無回答 0.6％ 満
まん

（平均 46.3）歳
さい

  

※数字

すうじ

を記入

きにゅう

    

身体(N=617)  知的(N=156)  精神(N=166) 
 身体 知的 精神  身体 知的 精神 

10 歳  代 0.3% 3.2% 0.6％ 50 歳代 7.1％ 5.8% 17.5% 

20 歳  代 1.0% 31.4% 5.4％ 60 歳代 21.1％ 5.8% 12.7% 

30 歳  代 2.3% 27.6% 26.5％ 70 歳代 29.8％ 1.9% 3.0％ 

40 歳  代 4.4% 21.2% 30.7％ 80 歳以上 28.4％ 0.0% 0.6％ 

    無回答 5.7％ 3.2％ 3.0％ 

 

問3 現在
げんざい

，あなたがいっしょに暮
く

らしているご家族
か ぞ く

は，あなたからみて，どなたですか。 

（いくつでも○）   身体(N=617)  知的(N=156)  精神(N=166) 

  身体    知的    精神 

１．ひとり暮
ぐ

らし  20.3％ 7.1％ 38.0％ 

（グループホーム，ケアホーム等
とう

で暮らして
く    

いる場合
ばあい

を含
ふく

む） 
 

２．配偶者
はいぐうしゃ

  55.9％ 2.6％ 19.3％     

３．親
おや

  6.2％ 85.3％ 34.9％    

４．子
こ

ども（子
こ

どもの配偶者
はいぐうしゃ

を含
ふく

む）  32.1％ 2.6％ 7.8％    

５．孫
まご

（孫
まご

の配偶者
はいぐうしゃ

を含
ふく

む）  4.7％ 0.0％ 0.6％ 

６．兄 弟
きょうだい

姉妹
し ま い

  3.1％ 35.3％ 11.4％ 

７．祖父母
そ ふ ぼ

  0.3％ 7.7％ 0.6％ 

８．その他
た

  4.1％ 3.2％ 5.4％ 

  無回答  2.4％ 1.3％ 3.0％ 

 

あなた（あて名のご本人）のことをおたずねします 
※ここでいう「あなた」とは調査票

ちょうさひょう

をお送
おく

りしている方
かた

のことです。 

※ご本人
ほんにん

が回答
かいとう

困難
こんなん

な場合
ば あ い

は，ご家族
か ぞ く

や周
まわ

りの方
かた

がお手伝
て つ だ

いいただくか，あて名
な

のご本人
ほんにん

の

意見
い け ん

を聞
き

いたうえで代
か

わりにご記入
きにゅう

ください。 

※平成
へいせい

25年
ねん

10月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の状況
じょうきょう

をもとに回答
かいとう

してください。 

問 3－１、２へ 



- 障害のある方調査2 - 

問 3-1 問
とい

３で２～８と答
こた

えた方
かた

におたずねします。現在
げんざい

いっしょに暮
く

らしているご家族
か ぞ く

は

あなたを含
ふく

めて何人
なんにん

ですか。数字
す う じ

をご記入
きにゅう

ください。 

(身体ｎ=477)      (知的ｎ=143)    (精神ｎ= 98)  ※数字
す う じ

を記入
き に ゅ う

 

（平均 2.7   ）人
にん

 （平均 3.3   ）人
にん

  （平均 2.9   ）人
にん

  
 

問 3-2  問
とい

３で２～８と答
こた

えた方
かた

におたずねします。 あなた（あて名
な

のご本
ほん

人
にん

）の主
おも

に介護
か い ご

や支援
し え ん

をしているご家族
  か ぞ く

はどなたですか。あて名
な

のご本人
  ほんにん

からみた続柄
つづきがら

で回答
かいとう

してください。（１つに○） 

 また，○をつけた方
かた

の性別
せいべつ

にも○をつけて，年齢
ねんれい

をご記入
きにゅう

ください。 

身体(n=477) 

１．配偶者
はいぐうしゃ

 60.0％ （n=286） （男 性
だんせい

37.1%・女 性
じょせい

56.3% 無回答 6.6％）（平均 69.5歳
さい

） 

２．親
おや

 5.9％ （n= 28） （男 性
だんせい

 3.6% ・女 性
じょせい

92.9% 無回答 3.6％）（平均 72.8歳
さい

） 

３．子
こ

ども 

（子
こ

どもの配 偶 者
はいぐうしゃ

を含
ふく

む） 
18.0％ （n= 86） （男 性

だんせい

45.3%・女 性
じょせい

48.8% 無回答 5.8％）（平均 50.4歳
さい

） 

４．孫
まご

（孫
まご

の配 偶 者
はいぐうしゃ

を含
ふく

む） 0.2％ （n =  1） （男 性
だんせい

100.0%・女 性
じょせい

  0.0% 無回答 0.0％）（平均 21.0歳
さい

） 

５．兄 弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 2.1％ （n= 10） （男 性
だんせい

40.0%・女 性
じょせい

50.0% 無回答 10.0％）（平均 66.8歳
さい

） 

６．祖父母
そ ふ ぼ

 0.0％ （n =  0） （男 性
だんせい

  0.0%・女 性
じょせい

 0.0% 無回答 0.0％）（平均  -   歳
さい

） 

７．その他
た

の親族
しんぞく

 1.0％ （n=  5） （男 性
だんせい

40.0%・女 性
じょせい

40.0% 無回答20.0％）（平均51.5歳
さい

） 

８．いない 6.9％ （n= 33） 無回答     5.9％ 

知的(n=143) 

１．配偶者
はいぐうしゃ

 2.8％ （n=  4） （男 性
だんせい

75.0%・女 性
じょせい

 0.0% 無回答 25.0％）（平均 57.0歳
さい

） 

２．親
おや

 83.2％ （n=119） （男 性
だんせい

18.5%・女 性
じょせい

77.3% 無回答 4.2％）（平均 63.2歳
さい

） 

３．子
こ

ども 

（子
こ

どもの配 偶 者
はいぐうしゃ

を含
ふく

む） 
0.0％ （n=  0） （男 性

だんせい

 0.0%・女 性
じょせい

  0.0% 無回答 0.0％）（平均  -   歳
さい

） 

４．孫
まご

 0.0％ （n=  0） （男 性
だんせい

 0.0%・女 性
じょせい

 0.0% 無回答 0.0％）（平均  -   歳
さい

） 

５．兄 弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 2.8％ （n=  4） （男 性
だんせい

 50.0%・女 性
じょせい

 50.0% 無回答 0.0％）（平均 65.0歳
さい

） 

６．祖父母
そ ふ ぼ

 0.0％ （n=  0） （男 性
だんせい

 0.0%・女 性
じょせい

 0.0% 無回答 0.0％）（平均  -   歳
さい

） 

７．その他
た

の親族
しんぞく

 0.0％ （n=  0） （男 性
だんせい

  0.0%・女 性
じょせい

  0.0% 無回答 0.0％）（平均  -   歳
さい

） 

８．いない 3.5％ （n=  5） 無回答     7.7％ 

精神(ｎ=98) 

１．配偶者
はいぐうしゃ

 29.6％ （n=  29） （男 性
だんせい

58.6%・女 性
じょせい

37.9% 無回答 3.4％）（平均 52.3歳
さい

） 

２．親
おや

 46.9％ （n=  46） （男 性
だんせい

28.3%・女 性
じょせい

67.4% 無回答 4.3％）（平均 69.8歳
さい

） 

３．子
こ

ども 

（子
こ

どもの配 偶 者
はいぐうしゃ

を含
ふく

む） 
1.0％ （n=   1） （男 性

だんせい

 0.0%・女 性
じょせい

100.0% 無回答 0.0％）（平均 41.0歳
さい

） 

４．孫
まご

 0.0％ （n=  0） （男 性
だんせい

 0.0%・女 性
じょせい

  0.0 % 無回答 0.0％）（平均  -   歳
さい

） 

５．兄 弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 4.1％ （n=  4） （男 性
だんせい

 25.0%・女 性
じょせい

 75.0% 無回答 0.0％（平均 64.5歳
さい

） 

６．祖父母
そ ふ ぼ

 0.0％ （n=  0） （男 性
だんせい

  0.0%・女 性
じょせい

  0.0 % 無回答 0.0％）（平均  -   歳
さい

） 

７．その他
た

の親族
しんぞく

 2.0％ （n=  2） （男 性
だんせい

100.0%・女 性
じょせい

0.0% 無回答 0.0％）（平均 37.5歳
さい

） 

８．いない 10.2％ （n= 10） 無回答      6.1％ 



- 障害のある方調査3 - 

問4 現在
げんざい

，あなたがお住
す

まいの地域
ち い き

はどこですか。 

記入例
きにゅうれい

を参考
さんこう

に【町名
ちょうめい

】，【丁目
ちょうめ

】をご記入
きにゅう

ください。 

身体（N=617)  知的(N=156)   精神(N=166) 
 身体 知的 精神  身体 知的 精神 

第１地域 5.8% 4.5% 4.8% 第７地域 20.4％ 14.1% 15.7% 

第２地域 14.3% 15.4% 20.5% 第８地域 11.0％ 10.3% 10.8% 

第３地域 8.3% 5.8% 8.4% 第９地域 8.4％ 7.1% 7.8% 

第４地域 5.0% 7.1% 2.4% 第10地域 9.6％ 13.5% 10.2% 
第５地域 3.9％ 6.4% 4.2% 無回答 3.4％ 3.2% 5.4% 
第６地域 9.9％ 12.8% 9.6%     

 

お住
す

まいや居住
きょじゅう

意向
い こ う

についておたずねします 
 

問5 あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）は，今後
こ ん ご

も調布市
ち ょ う ふ し

に住
す

み続
つづ

けたいと思
おも

いますか。 

（１つに○）身体(N=617)  知的(N=156)  精神(N=166) 

       身体     知的    精神 

１．今後
こ ん ご

も住
す

み続
つづ

けたいと思
おも

う  76.3％ 75.6％ 62.7％ 

２．できるだけ住
す

み続
つづ

けたいと思
おも

う  19.3％ 17.9％ 27.7％ 

３．あまり住
す

み続
つづ

けたいと思
おも

わない  1.6％ 3.8％ 5.4％ 

４．住
す

み続
つづ

けたいと思
おも

わない  1.3％ 0.0％ 3.6％ 

無回答  1.5％ 2.6％ 0.6％ 
 

問 5-1  問
とい

５で答
こた

えた理由
り ゆ う

を下
した

の欄
らん

にご記入
ご き に ゅ う

ください。 

 

 
 

問6 あなたのお住
す

まいは，次
つぎ

のどれですか。（１つに○） 

身体(N=617)知的(N=156)  精神(N=166) 

       身体     知的    精神 

１．持
も

ち家
いえ

の一戸建
い っ こ だ

て  43.9％ 49.4％ 25.9％ 

２．持
も

ち家
いえ

の集 合
しゅうごう

住 宅
じゅうたく

（マンション・アパートなど）18.0％ 16.0％ 13.3％ 

３．賃貸
ちんたい

の一戸建
い っ こ だ

て  1.3％ 1.3％ 1.2％ 

４．賃貸
ちんたい

の集 合
しゅうごう

住 宅
じゅうたく

（マンション・アパートなど） 13.6％ 13.5％ 42.2％ 

５．公営
こうえい

住 宅
じゅうたく

（市営
し え い

・都営
と え い

住 宅
じゅうたく

など） 17.8％ 13.5％ 10.8％ 

６．社宅
しゃたく

・公務員
こうむいん

住 宅
じゅうたく

など  0.6％ 1.3％ 0.0％ 

７．グループホーム・ケアホーム  1.1％ 1.9％ 2.4％ 

８．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：          〕 1.8％ 1.3％ 1.8％ 

９．分
わ

からない  0.0％ 0.6％ 1.2％ 

  無回答  1.8％ 1.3％ 1.2％ 
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問7 あなたは今後
こ ん ご

，どのような住
す

まいで生活
せいかつ

したいと思
おも

いますか。ご希望
き ぼ う

のお住
す

まい形態
けいたい

を

お答え
こた   

ください。（１つに○） 身体(N=617)知的(N=156)  精神(N=166) 

     身体    知的   精神    

１．親
おや

や兄 弟
きょうだい

などの家族
か ぞ く

と一緒
いっしょ

に一戸建
い っ こ だ

て， 

アパート，マンション  24.3％ 42.9％ 31.3％ 

２．一人暮
ひ と り ぐ

らし，または自分
じ ぶ ん

の配偶者
はいぐうしゃ

と一緒
いっしょ

に 

一戸建
い っ こ だ

て，アパート，マンション  40.0％ 11.5％ 44.6％ 

３．グループホームやケアホーム，通勤寮
つうきんりょう

 1.6％ 18.6％ 5.4％ 

４．入 所
にゅうしょ

施設
し せ つ

  5.7％ 3.8％ 0.6％ 

５．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：        〕 6.8％ 4.5％ 9.6％ 

６．分
わ

からない  15.2％ 13.5％ 7.2％ 

  無回答  6.3％ 5.1％ 1.2％ 

 

 

障害
しょうがい

の状況
じょうきょう

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

についておたずねします 

 

問8 あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）がお持
も

ちの手帳
てちょう

または受けて
う   

いる診断名
しんだんめい

について，あては

まるものすべてに○をしてください。また，手帳
てちょう

の等
と う

級
きゅう

と診断名
しんだんめい

をご記入
きにゅう

ください。 
 
手帳
てちょう

の種別
しゅべつ

 身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 
     身体     知的     精神  

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持
も

っている 

２．愛
あい

の手帳
てちょう

を持
も

っている 

３．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

を持
も

っている 

４．発達
はったつ

障 害
しょうがい

の診断
しんだん

を受
う

けている（診断名
しんだんめい

： ） 

５．高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

の診断
しんだん

を受
う

けている 

６．難 病
なんびょう

の診断
しんだん

を受
う

けている（診断名
しんだんめい

：    ） 

  無回答 

98.4% 

1.3% 

0.5% 

0.3% 

1.6% 

5.8% 

1.1% 

23.1% 

97.4% 

1.9% 

3.2% 

0.0% 

1.9% 

1.9% 

16.9% 

0.6% 

86.1% 

4.2% 

3.6% 

2.4% 

1.8% 

手帳
てちょう

の等級
とうきゅう

 

       身体障害者手帳 

 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 無回答 

身体（n=607） 33.3% 11.7% 15.2% 25.9% 4.0% 4.8% 5.3% 

知的（n=  36） 25.0% 19.4% 19.4% 5.6% 0.0% 2.8% 27.8% 

精神（n=  28） 3.6％ 42.9％ 17.9％ 7.1％ 3.6％ 3.6％ 21.4％ 
 
愛の手帳  

 1 度 2 度 3 度 4 度 無回答 

身体（n=   8） 12.5% 37.5% 0.0% 0.0% 50.0% 

知的（n=152） 3.3% 23.0% 28.9% 38.8% 5.9% 

精神（n=   1） 0.0％ 0.0％ 0.0％ 100.0％ 0.0％ 
 

問
とい

8-1 へ 
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精神障害者保健福祉手帳  
 １級 ２級 ３級 無回答 

身体（n=  3） 33.3% 33.3% 33.3% 0.0% 

知的（n=  3） 33.3% 66.7% 0.0% 0.0% 

精神（n=143） 8.4％ 57.3％ 30.1％ 4.2％ 

 

問 8-1 問
とい

8 で「１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持
も

っている」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。障
しょう

害
がい

の

部位
ぶ い

はどれですか。（いくつでも○） 

また，○をしたもののうち，主
おも

な障
しょう

害
がい

を１つだけ選
えら

び◎をしてください。 

【障害の部位】身体(n=607)  知的(n=36)  精神(n=28) 

      身体  知的 精神 

１．視覚
し か く

  6.1％ 19.4％ 0.0％ 

２．聴 覚
ちょうかく

  11.4％ 5.6％ 7.1％ 

３．平衡
へいこう

機能
き の う

  1.6％ 13.9％ 3.6％ 

４．音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく  4.1％ 27.8％ 7.1％ 

５．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

   44.5％ 52.8％ 17.9％ 

６．内部
な い ぶ

  35.7％ 13.9％ 7.1％ 

（心 臓
しんぞう

，じん臓
ぞう

，肝 臓
かんぞう

，呼吸器
こきゅうき

機能
きのう

，ぼうこう・ 直 腸
ちょくちょう

， 小 腸
しょうちょう

機能
きのう

） 

７．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：      〕 8.4％ 25.0％ 67.9％ 

  無回答  2.0％ 2.8％ 3.6％ 

 

【主な障害】身体(n=607)  知的(n=36)  精神(n=28) 

      身体 知的 精神 

１．視覚
し か く

  4.3％ 5.6％ 0.0％ 

２．聴 覚
ちょうかく

  9.1％ 2.8％ 3.6％ 

３．平衡
へいこう

機能
き の う

  0.5％ 5.6％ 3.6％ 

４．音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく  1.2％ 8.3％ 0.0％ 

５．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

   39.7％ 36.1％ 10.7％ 

６．内部
な い ぶ

  32.1％ 8.3％ 3.6％ 

（心 臓
しんぞう

，じん臓
ぞう

，肝 臓
かんぞう

，呼吸器
こきゅうき

機能
きのう

，ぼうこう・ 直 腸
ちょくちょう

， 小 腸
しょうちょう

機能
きのう

） 

７．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：      〕 4.9％ 19.4％ 64.3％ 

  無回答  8.2％ 13.9％ 14.3％ 
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問9 以下
い か

の（１）から（8）について，あなたは現在
げんざい

，家族
か ぞ く

，ヘルパーなどによる支援
し え ん

を受
う

け

ていますか。（それぞれ１つに○） 

身体(N=617)  知的(N=156)  精神(N=166) 

 

支援
し え ん

は

必要
ひつよう

ない 

支援
し え ん

を受
う

けている 

支援
し え ん

が 

ほしい

が，受
う

け

ていない 

無回答 

（１）食事
しょくじ

・着替え
き が え

・入 浴
にゅうよく

・排泄
はいせつ

など

日 常
にちじょう

生活
せいかつ

動作
ど う さ

 

身体 54.8％ 22.9％ 3.2％ 19.1％ 

知的 44.2％ 34.0％ 5.1％ 16.7％ 

精神 70.5％ 10.8％ 6.0％ 12.7％ 

（２）掃除
そ う じ

，洗濯
せんたく

などの家事
か じ

 

身体 46.7％ 28.8％ 4.1％ 20.4％ 

知的 23.7％ 55.1％ 5.8％ 15.4％ 

精神 50.0％ 28.3％ 12.7％ 9.0％ 

（３）外 出
がいしゅつ

，交通
こうつう

機関
き か ん

の利用
り よ う

など 

身体 48.0％ 26.6％ 4.7％ 20.7％ 

知的 32.7％ 42.3％ 7.1％ 17.9％ 

精神 63.9％ 14.5％ 7.2％ 14.5％ 

（４）医療
いりょう

機関
き か ん

の受診
じゅしん

 

身体 44.9％ 29.7％ 3.4％ 22.0％ 

知的 21.8％ 53.8％ 6.4％ 17.9％ 

精神 50.6％ 30.7％ 6.0％ 12.7％ 

（５）コミュニケーション，人間
にんげん

関係
かんけい

の

悩
なや

みなどの相談
そうだん

 

身体 56.9％ 12.0％ 4.2％ 26.9％ 

知的 20.5％ 47.4％ 9.6％ 22.4％ 

精神 34.3％ 29.5％ 23.5％ 12.7％ 

（６）服薬
ふくやく

の管理
か ん り

 

身体 57.7％ 16.5％ 1.5％ 24.3％ 

知的 28.8％ 47.4％ 3.8％ 19.9％ 

精神 69.9％ 12.7％ 3.6％ 13.9％ 

（７）金銭
きんせん

の管理
か ん り

 

身体 57.5％ 17.0％ 1.1％ 24.3％ 

知的 21.2％ 59.0％ 3.8％ 16.0％ 

精神 60.2％ 22.9％ 3.0％ 13.9％ 

（８）市
し

役所
やくしょ

，銀行
ぎんこう

などでの手続き
てつづ   

 

身体 50.2％ 23.7％ 2.6％ 23.5％ 

知的 16.7％ 60.9％ 6.4％ 16.0％ 

精神 50.0％ 27.1％ 9.0％ 13.9％ 

 

問 9-1 問
とい

９で「支援
し え ん

がほしいが，受けて
う   

いない」と答えた
こた     

方
かた

におたずねします。支援
し え ん

を

受けて
う   

いない理由
り ゆ う

はどのようなことですか。（いくつでも○）  

   身体(ｎ=58)  知的(ｎ=24)  精神(ｎ=48) 

  身体 知的 精神                         

１．支援
し え ん

してくれる人
ひと

が身近に
みぢか   

いない 27.6％ 37.5％ 39.6％ 

２．適切
てきせつ

なサービスが見
み

つからない 31.0％ 50.0％ 56.3％ 

３．周囲
しゅうい

が必要
ひつよう

ないと 考
かんが

えている 10.3％ 12.5％ 12.5％ 

４．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：         〕 27.6％ 8.3％ 31.3％ 

  無回答  17.2％ 12.5％ 2.1％ 
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問10 あなたは，悩
なや

みや困
こま

ったことがある場合
ば あ い

，主
おも

にどなたに相談
そうだん

しますか。（いくつでも○）
身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

 身体 知的 精神 

１．（同居
どうきょ

の）家族
か ぞ く

・親族
しんぞく

  59.5％ 76.3％ 47.6％ 

２．（別居
べっきょ

の）家族
か ぞ く

・親族
しんぞく

  31.0％ 6.4％ 28.9％ 

３．学校
がっこう

の先生
せんせい

  0.3％ 2.6％ 0.0％ 

４．友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

  19.1％ 9.0％ 33.1％ 

５． 障
しょう

害
がい

のある友人
ゆうじん

・知人
ち じ ん

  5.0％ 9.0％ 19.9％ 

６．相談
そうだん

支援
し え ん

機関
き か ん

（ちょうふだぞう，ドルチェ，希望ヶ丘
き ぼ う が お か

， 

こころの健康
けんこう

支援
し え ん

センター）の職 員
しょくいん

 2.4％ 30.1％ 24.1％ 

７．障 害 者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

（作業所
さぎょうしょ

など）の職 員
しょくいん

，ヘルパー 2.1％ 32.1％ 15.7％ 

８．介護
か い ご

保険
ほ け ん

のケアマネジャー  13.1％ 0.6％ 1.2％ 

９．市
し

役所
やくしょ

の職 員
しょくいん

  6.8％ 9.0％ 13.3％ 

10．保健所
ほけんじょ

の職 員
しょくいん

  0.3％ 0.0％ 0.0％ 

11．民生
みんせい

委員
い い ん

・児童
じ ど う

委員
い い ん

  0.5％ 1.3％ 0.6％ 

12．医療
いりょう

機関
き か ん

（医師
い し

，看護師
かんごし

，ケースワーカー，訪 問
ほうもん

看護
かんご

）の職 員
しょくいん

 20.7％ 16.0％ 41.0％ 

13．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：                   〕 1.9％ 4.5％ 7.2％ 

14．相談
そうだん

する人
ひと

がいない  2.4％ 1.9％ 2.4％ 

15．相談
そうだん

の必要
ひつよう

はない  5.2％ 0.0％ 3.0％ 

   無回答  4.4％ 4.5％ 0.6％ 
 

問11 下記
か き

の中
なか

で利用
り よ う

しているサービスはどれですか。すべてお答
こた

えください。 

（いくつでも○）身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166)   

 身体 知的 精神 

１．訪問
ほうもん

系
けい

サービス（ヘルパーによる介護
かいご

，家事
か じ

， 外 出
がいしゅつ

などの支援
しえん

） 12.0％ 12.8％ 9.6％ 

（例
れい

）居 宅
きょたく

介護
かいご

，重 度
じゅうど

訪 問
ほうもん

介護
かいご

，同 行
どうこう

援護
えんご

，行 動
こうどう

援護
えんご

，移動
いどう

支援
しえん

など  

２．通所
つうしょ

系
けい

サービス（作 業 所
さぎょうしょ

などに通 い
かよ  

，仕事
しごと

， 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

などを行 う
おこな 

） 3.7％ 54.5％ 28.3％ 

（例
れい

）生 活
せいかつ

介護
かいご

，自立
じりつ

訓 練
くんれん

， 就 労
しゅうろう

移行
いこう

支援
しえん

， 就 労
しゅうろう

継 続
けいぞく

支援
しえん

（Ａ型
がた

・Ｂ型）  

３．居 住
きょじゅう

系
けい

サービス（施設
しせつ

やケアホームなどへの 入 所
にゅうしょ

・ 入 居
にゅうきょ

） 2.8％ 2.6％ 1.8％ 

（例
れい

）施設
しせつ

入 所
にゅうしょ

支援
しえん

， 療 養
りょうよう

介護
かいご

， 共 同
きょうどう

生 活
せいかつ

介護
かいご

， 共 同
きょうどう

生 活
せいかつ

援 助
えんじょ

など 

４．ショートステイ（施設
しせつ

などへの短期間
たんきかん

の 入 所
にゅうしょ

） 4.5％ 18.6％ 2.4％ 

５．補
ほ

装具
そ う ぐ

（装具
そうぐ

，車椅子
くるまいす

，補聴器
ほちょうき

など）0.0％ 16.5％ 8.3％ 1.2％ 

６．介護
か い ご

保険
ほ け ん

制度
せ い ど

によるサービス  17.3％ 1.9％ 4.8％ 

（例
れい

）訪 問
ほうもん

介護
かいご

，訪 問
ほうもん

看護
かんご

，デイサービス，福祉
ふくし

用具
ようぐ

のレンタルなど 

７．医療
いりょう

保険
ほ け ん

による訪問
ほうもん

看護
か ん ご

  2.3％ 0.6％ 4.8％ 

８．その他
  た

民間
みんかん

団体
だんたい

，ボランティアなどのサービス 3.1％ 5.1％ 7.8％ 

[具体的
ぐたいてき

に：             ] 

９．特
とく

に利用
り よ う

しているサービスはない  51.4％ 22.4％ 47.6％ 

10．分
わ

からない  2.3％ 5.1％ 6.0％ 

  無回答  9.7％ 9.0％ 2.4％ 
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就労
しゅうろう

等
と う

についておたずねします 
 

問12 普段
ふ だ ん

の活動
かつどう

についておたずねします。あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）はどのような活動
かつどう

をし

ていますか。（いくつでも○）身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166)  

  身体 知的 精神 

１．会社
かいしゃ

（自営業
じえいぎょう

を含む
ふく  

）に勤務
きんむ

し，仕事
しごと

をしている 13.9％ 24.4％ 19.3％ 

２．障 害 者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

（作 業 所
さぎょうじょ

など）に通
かよ

い，仕事
しごと

， 日 中
にっちゅう

活 動
かつどう

をしている 2.3％ 57.1％ 27.1％ 

３． 病 院
びょういん

などのデイケアに参加
さんか

している  1.5％ 2.6％ 10.2％ 

４．学校
がっこう

・大学
だいがく

などに通学
つうがく

している  0.3％ 0.6％ 1.2％ 

５．地域
ちいき

の行事
ぎょうじ

や自治会
じ ち か い

活動
かつどう

に参加
さんか

している  4.1％ 2.6％ 3.0％ 

６．ボランティア活動
かつどう

に参加
さんか

している  2.8％ 1.3％ 2.4％ 

７．趣味
しゅみ

，スポーツなどの活動
かつどう

に参加
さんか

している 14.6％ 10.3％ 10.8％ 

８．オープンスペースなどに通って
かよ    

友人
ゆうじん

・知人
ちじん

と 交 流
こうりゅう

している 2.8％ 4.5％ 6.6％ 

９．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：               〕 5.3％ 5.8％ 8.4％ 

10．特
とく

に参加
さんか

している活動
かつどう

はない  51.1％ 10.3％ 32.5％ 

   無回答  11.8％ 2.6％ 0.6％ 
 

問13 あなたは，現在
げんざい

給料
きゅうりょう

や工賃
こうちん

を伴
ともな

う仕事
し ご と

をしていますか。（１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166)  

  身体 知的 精神 

１．仕事
し ご と

をしている  26.3％ 76.3％ 45.2％ 

（ 障 害 者
しょうがいしゃ

施設
しせつ

（作 業 所
さぎょうしょ

など）で工 賃
こうちん

をもらっている人
ひと

を含
ふく

む）  

２．仕事
し ご と

をしていたが現在
げんざい

はしていない 41.2％ 8.3％ 42.2％ 

３．今
いま

まで仕事
し ご と

をしたことがない  18.0％ 12.8％ 10.8％ 

  無回答  14.6％ 2.6％ 1.8％ 
 

問
とい

13 で「１．仕事
し ご と

をしている」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。 
 

問 13-1 お仕事
し ご と

の形態
けいたい

は次
つぎ

のどれですか。（１つに○）身体(ｎ=162)知的(ｎ=119)精神(ｎ=75) 

  

  身体 知的 精神 

１．正規
せ い き

社員
しゃいん

  24.7％ 13.4％ 4.0％ 

２．非正規
ひ せ い き

社員
しゃいん

（パート，アルバイトなど） 16.0％ 19.3％ 44.0％ 

３．自営業
じえいぎょう

（家業
かぎょう

手伝い
てつだ   

を含
ふく

む） 16.7％ 1.7％ 1.3％ 

４．内 職
ないしょく

  1.9％ 0.0％ 1.3％ 

５．障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

（作業所
さぎょうしょ

など）で就 労
しゅうろう

 5.6％ 59.7％ 45.3％ 

６．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：          〕 3.7％ 1.7％ 0.0％ 

無回答  31.5％ 4.2％ 4.0％ 

問
とい

13-4へ 

問
とい

13-1（１） 

  ～問
とい

13-1（3）へ 
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問 13-１（１） 問
とい

13-1 で「１．正規
せ い き

社員
しゃいん

」「２．非正規
ひ せ い き

社員
しゃいん

（パート，アルバイト）」と答えた
こた     

方
かた

に

お聞
き

きします。あなたは，勤務先
き ん む さ き

に自分
じ ぶ ん

の障害
しょうがい

，病気
びょうき

などについて伝
つた

えていま

すか。（１つに○） 

 身体(ｎ=66) 知的(ｎ=39) 精神(ｎ=36)   

                            身体             知的            精神 

１．伝
つた

えている  84.8％ 94.9％ 63.9％ 

２．伝え
つた  

ていない  10.6％ 5.1％ 27.8％ 

  無回答  4.5％ 0.0％ 8.3％ 
  

問 13-１（2） あなたは，障害者
しょうがいしゃ

の就労
しゅうろう

を支援
し え ん

する「障害者
しょうがいしゃ

就労
しゅうろう

支援
し え ん

センター」（ちょうふ

だぞう，こころの健康
けんこう

支援
し え ん

センター就労
しゅうろう

支援室
し え ん し つ

ライズ）を知
し

っていますか，

また，支援
し え ん

を受
う

けていますか。（１つに○） 

 身体(ｎ=66) 知的(ｎ=39) 精神(ｎ=36)    

                             身体             知的            精神 

１．知
し

っていて，支援
し え ん

を受
う

けている 6.1% 71.8% 36.1% 

２．知
し

っているが，支援
し え ん

は受
う

けていない 39.4% 15.4% 33.3% 

３．知
し

らない  50.0% 10.3% 27.8% 

無回答  4.5% 2.6% 2.8% 
  

問 13-１（3）  １週間
しゅうかん

の仕事
し ご と

の日数
にっすう

，時間
じ か ん

はどのくらいですか。（それぞれ１つに○） 

 （日数
にっすう

）身体(ｎ=66) 知的(ｎ=39) 精神(ｎ=36) 

                                身体             知的            精神 

１． 週
しゅう

１～２日
にち

      12.1% 0.0% 8.3% 

２． 週
しゅう

３～４日
にち

      18.2% 20.5% 36.1% 

３． 週
しゅう

5日
にち

  68.2% 76.9% 55.6% 

無回答  1.5% 2.6% 0.0% 

（時間
じ か ん

）身体(ｎ=66) 知的(ｎ=39) 精神(ｎ=36) 

                                身体             知的            精神 

１．20時間
じ か ん

未満
み ま ん

         18.2% 23.1% 33.3% 

２．20時間
じ か ん

～40時間
じ か ん

未満
み ま ん

    36.4% 59.0% 44.4% 

３．40時間
じ か ん

以上
いじょう

      42.4% 17.9% 22.2% 

無回答      3.0% 0.0% 0.0% 
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問 13-2 仕事
し ご と

をしている方
かた

におたずねします。仕事
し ご と

による年間
ねんかん

の収入
しゅうにゅう

（税
ぜい

，社会
しゃかい

保険料
ほけんりょう

などを引
ひ

かれる前
まえ

の額
がく

）はおおむねどのくらいですか。賞与
し ょ うよ

がある場合
ば あ い

は含
ふく

めて

ください。（１つに○） 

 身体(ｎ=162) 知的(ｎ=119) 精神(ｎ=75) 

                               身体             知的            精神 

１．10万円
まんえん

未満
み ま ん

   8.0% 27.7% 33.3% 

２．10～50万円
まんえん

未満
み ま ん

     6.2% 32.8% 13.3% 

３．50～100万円
まんえん

未満
み ま ん

     6.2% 10.1% 10.7% 

４．100～250万円
まんえん

未満
み ま ん

     11.1% 12.6% 21.3% 

５．250～500万円
まんえん

未満
み ま ん

     15.4% 0.8% 2.7% 

６．500万円
まんえん

以上
いじょう

     10.5% 0.0% 1.3% 

７．分
わ

からない     6.8% 3.4% 2.7% 

  無回答   35.8% 12.6% 14.7% 

 

問 13-3 仕事
し ご と

をする上
うえ

で不安
ふ あ ん

がありますか。（いくつでも○） 

 身体(ｎ=162) 知的(ｎ=119) 精神(ｎ=75) 

                              身体             知的            精神 

１． 収 入
しゅうにゅう

が少
すく

ない            20.4% 33.6% 57.3% 

２．仕事
し ご と

があわない         3.1％ 2.5% 12.0%  

３．仕事
し ご と

がきつい           4.9% 4.2% 14.7%  

４．人間
にんげん

関係
かんけい

がうまくいかない       2.5% 13.4% 18.7% 

５．トイレなどの設備
せつび

が十 分
じゅうぶん

でない    2.5% 0.8% 2.7% 

６．通勤
つうきん

がたいへん  8.0% 5.0% 13.3% 

７．雇用
こ よ う

が不安定
ふあんてい

   2.5% 4.2% 22.7% 

８．相談
そうだん

できる人
ひと

がいない  1.9% 6.7% 8.0% 

９．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：         〕 4.9% 3.4% 1.3% 

10．特
とく

にない  29.6% 37.8% 20.0% 

 無回答  37.7% 10.1% 6.7% 
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問
とい

13 で 2，3 と答
こた

えた方
かた

におたずねします。 
 

問 13-4 仕事
し ご と

をしていない理由
り ゆ う

は次
つぎ

のどれですか。（いくつでも○） 

 身体(ｎ=365) 知的(ｎ=33) 精神(ｎ=88) 

                              身体             知的            精神 

１．就 学 中
しゅうがくちゅう

のため   0.8％ 6.1％ 0.0％ 

２．高齢
こうれい

のため   51.2％ 9.1％ 12.5％ 

３．重
おも

い 障
しょう

害
がい

のため  23.3％ 30.3％ 20.5％ 

４．病気
びょうき

のため（入 院
にゅういん

を含
ふく

む）      17.8％ 3.0％ 50.0％ 

５．希望
きぼう

する職 種
しょくしゅ

が得
え

られないため   3.3％ 9.1％ 13.6％ 

６．通勤
つうきん

が 難
むずか

しいため  4.9％ 12.1％ 13.6％ 

７．就 労
しゅうろう

に向
む

けて準備中
じゅんびちゅう

（訓練中
くんれんちゅう

）のため 0.8％ 9.1％ 11.4％ 

８． 働
はたら

く必要
ひつよう

がないため  14.5％ 3.0％ 12.5％ 

９．現在
げんざい

仕事
し ご と

を探
さが

しているため  2.5％ 9.1％ 10.2％ 

 10．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：         〕 4.7％ 6.1％ 8.0％ 

   無回答  20.0％ 24.2％ 11.4％ 

 

すべての方
かた

におたずねします。 
 

問14 あなたは，今後
こ ん ご

どのような仕事
し ご と

がしたいですか。現在
げんざい

働
はたら

いている場合
ば あ い

は，これからも

同
おな

じ仕
し

事
ごと

を続
つづ

けたい場合
ば あ い

も含
ふく

みます。（１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

                                    身体             知的            精神 

１．正規
せ い き

職 員
しょくいん

  9.6％ 16.7％ 28.3％ 

２．非正規
ひ せ い き

社員
しゃいん

（パート，アルバイトなど） 7.8％ 16.7％ 19.9％ 

３．自営業
じえいぎょう

  6.6％ 1.9％ 5.4％ 

４．内 職
ないしょく

  4.9％ 0.0％ 3.6％ 

５．障害者
しょうがいしゃ

施設
し せ つ

（作業所
さぎょうしょ

など）で就 労
しゅうろう

 2.1％ 44.2％ 20.5％ 

６．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：              〕 16.2％ 7.1％ 15.7％ 

   無回答  52.8％ 13.5％ 6.6％ 

 

 

 

 

 

 

問
とい

14-1 へ 
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問 14-1 仕事
し ご と

をするために，あなたが必要
ひつよう

と思
おも

うことは何
なん

ですか。（いくつでも○） 

 身体(ｎ=107) 知的(ｎ=52) 精神(ｎ=80)     

                                   身体             知的            精神 

１． 就 労
しゅうろう

に結
むす

びつく技術
ぎじゅつ

や知識
ちしき

の 習 得
しゅうとく

 33.6％ 50.0％ 55.0％ 

２． 就 職
しゅうしょく

活動
かつどう

に必要
ひつよう

な 情 報
じょうほう

の 提 供
ていきょう

 21.5％ 21.2％ 45.0％ 

３． 障
しょう

害
がい

特性
とくせい

にあった多様
たよう

な仕事
しごと

， 就 労
しゅうろう

形態
けいたい

の整備
せいび

 28.0％ 38.5％ 46.3％ 

４． 障
しょう

害
がい

者
しゃ

雇用
こよう

の定員
ていいん

の拡大
かくだい

   21.5％ 36.5％ 41.3％ 

５． 受
う

け入
い

れ先
さき

の施設面
しせつめん

での整備
せいび

   15.0％ 5.8％ 18.8％ 

６．通勤
つうきん

手段
しゅだん

の確保
か く ほ

   18.7％ 11.5％ 15.0％ 

７．ジョブコーチ（職場
しょくば

適応
てきおう

援助者
えんじょしゃ

）
※１など 就 労

しゅうろう

 

支援
しえん

する援助者
えんじょしゃ

の配置
はいち

   7.5％ 36.5％ 32.5％ 

８．トライアル雇用
こよう

（試行
しこう

雇用
こよう

）
※２

の実施
じっし

 9.3％ 21.2％ 26.3％ 

９． 上司
じょうし

や 同 僚
どうりょう

の理解
りかい

と 協 力
きょうりょく

   29.0％ 42.3％ 58.8％ 

10． 就 労
しゅうろう

（継続
けいぞく

）のためのカウンセリングや相談
そうだん

 14.0％ 34.6％ 42.5％ 

11． 心身
しんしん

の健康
けんこう

状 態
じょうたい

の維持
い じ

・ 向 上
こうじょう

  43.9％ 40.4％ 72.5％ 

12．自分
じぶん

自身
じしん

の意欲
いよく

   45.8％ 40.4％ 60.0％ 

13．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：                   〕 1.9％ 3.8％ 3.8％ 

14．特
とく

にない   12.1％ 7.7％ 2.5％ 

  無回答   3.7％ 1.9％ 0.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１「ジョブコーチ（職場
しょくば

適応
てきおう

援助者
えんじょしゃ

） 」 

障 害
しょうがい

のある方
かた

が職場
しょくば

に早く
はや  

慣れて
な   

定 着
ていちゃく

できるように，一定
いってい

期間
き か ん

会社
がいしゃ

に出向く
で む  

などして，障 害
しょうがい

のある方
かた

，会社
かいしゃ

のどちらにも助言
じょげん

・指導
し ど う

を 行
おこな

う専門
せんもん

の支援者
しえんしゃ

。 

※２「トライアル雇用
こ よ う

（試行
し こ う

雇用
こ よ う

）」 

会社
かいしゃ

が障 害
しょうがい

のある方
かた

を短期間
たんきかん

（３か月
げつ

）試し
ため  

に雇用
こ よ う

した場合
ば あ い

，会社
かいしゃ

に

対し
たい  

奨 励
しょうれい

金
きん

が支給
しきゅう

される。試行期
し こ う き

間 中
かんちゅう

に会社
かいしゃ

と障 害
しょうがい

のある方
かた

がお

互
たが

いに適性
てきせい

を判断
はんだん

し，合意
ご う い

すれば常 用
じょうよう

雇用
こ よ う

（社員
しゃいん

）に移行
い こ う

する。 
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地域
ち い き

のつながりについておたずねします 

 

問15 あなた(あて名
な

のご本人
ほんにん

)は，日
ひ

ごろどのような近所
きんじょ

づきあいをしていますか。 

（１つに○）  

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

                                               身体           知的          精神 

 １． 家
いえ

を行
い

き来
き

するなど，親
した

しく近所
きんじょ

づきあいをしている 13.1％ 4.5％ 3.0％ 

 ２． 立
た

ち 話
ばなし

をする程度
ていど

のつきあいをしている 28.8％ 7.7％ 8.4％ 

 ３． あいさつをする程度
ていど

のつきあいをしている 40.4％ 46.8％ 55.4％ 

 ４． 近所
きんじょ

づきあいをしていない   12.5％ 35.3％ 32.5％ 

  無回答   5.2％  5.8％  0.6％ 

 

問16 あなたは，暮
く

らしの中
なか

で，地域
ち い き

のつながり（住民
じゅうみん

同士
ど う し

の助
たす

け合
あ

い・支
さ さ

え合
あ

いなど）は

必要
ひつよう

だと思
おも

いますか。（１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

                                             身体           知的          精神 

 １． とても必要
ひつよう

だと思
おも

う   35.2％ 34.0％ 28.3％ 

 ２． どちらかといえば，必要
ひつよう

だと思
おも

う   50.2％ 48.1％ 48.2％ 

 ３． どちらかといえば，必要
ひつよう

ないと思
おも

う   5.7％ 5.8％ 15.7％ 

 ４． 必要
ひつよう

ないと思
おも

う   3.2％ 6.4％ 7.8％ 

 無回答   5.7％ 5.8％ 0.0％ 

 

問17 あなたがお住
す

まいの地域
ち い き

には，地域
ち い き

のつながり（住民
じゅうみん

同士
ど う し

の助
たす

け合
あ

い・支
さ さ

え合
あ

いな

ど）はあると感
かん

じますか。（１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

                                             身体           知的          精神 

 １． とても感
かん

じる   15.9％ 12.8％ 7.8％ 

 ２． 少
すこ

し感
かん

じる   37.8％ 39.7％ 31.3％ 

 ３． あまり感
かん

じない   28.2％ 26.3％ 41.0％ 

 ４． 感
かん

じない   12.3％ 16.0％ 19.9％ 

 無回答   5.8％ 5.1％ 0.0％ 
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地域
ち い き

福祉
ふ く し

活動
かつどう

等
と う

の取組
とりくみ

についておたずねします 

 

問18 次
つぎ

のような地域
ち い き

活動
かつどう

・ボランティア活動
かつどう

などについて，あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）がや

っている，今後
こ ん ご

やりたい，またはあなた自身
じ し ん

がしてもらいたい活動
かつどう

はありますか。特
と く

に

該当
がいとう

するものがない場合
ば あ い

は「４ 該当
がいとう

なし」に○をつけてください。 

（（１）～（13）それぞれ１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

 やっ
て 

いる 

やり 
たい 

して 
ほしい 

該当
が とう

 
なし 無回答 

（１）子
こ

どもを育
そだ

てている親
おや

を支援
し え ん

す

る活動
かつどう

  

身体 1.0％ 2.9％ 9.4％ 53.6％ 33.1％ 

知的 0.0％ 1.3％ 16.7％ 55.1％ 26.9％ 

精神 0.0％ 5.4％ 13.3％ 68.7％ 12.7％ 

（２）青少年
せいしょうねん

の健
すこ

やかな成 長
せいちょう

・非行
ひ こ う

防止
ぼ う し

のための活動
かつどう

 

身体 1.0％ 3.1％ 12.6％ 49.3％ 34.0％ 

知的 0.0％ 1.3％ 13.5％ 56.4％ 28.8％ 

精神 0.6％ 6.0％ 17.5％ 63.9％ 12.0％ 

（３）ひとり暮
ぐ

らしなど見守
み ま も

りが必要
ひつよう

な高齢者
こうれいしゃ

を支援
し え ん

する活動
かつどう

 

身体 1.5％ 4.1％ 22.5％ 41.0％ 31.0％ 

知的 0.0％ 1.9％ 24.4％ 48.7％ 25.0％ 

精神 1.2％ 7.8％ 27.1％ 53.0％ 10.8％ 

（４）介護
か い ご

が必要
ひつよう

な高齢者
こうれいしゃ

を支援
し え ん

する

活動
かつどう

 

身体 0.8％ 2.6％ 24.5％ 41.3％ 30.8％ 

知的 1.3％ 2.6％ 22.4％ 50.0％ 23.7％ 

精神 1.8％ 7.8％ 24.1％ 54.2％ 12.0％ 

（５）障
しょう

害
がい

のある人
ひと

（子
こ

ども）を支援
し え ん

する活動
かつどう

 

身体 1.5％ 3.4％ 21.4％ 42.3％ 31.4％ 

知的 0.6％ 3.2％ 41.0％ 35.3％ 19.9％ 

精神 2.4％ 10.8％ 33.7％ 44.6％ 8.4％ 

（６） 難 病
なんびょう

や病気
びょうき

の人
ひと

を支援
し え ん

する

活動
かつどう

 

身体 0.6％ 2.3％ 22.4％ 42.6% 32.1％ 

知的 0.0％ 0.6％ 27.6％ 47.4％ 24.4％ 

精神 1.8％ 10.8％ 31.9％ 44.0％ 11.4％ 

（７）地域
ち い き

の伝統
でんとう

や文化
ぶ ん か

を伝
つた

える活動
かつどう

 身体 0.6％ 5.0％ 13.5％ 46.4％ 34.5％ 

知的 0.0％ 4.5％ 15.4％ 50.0％ 30.1％ 

精神 0.6％ 8.4％ 20.5％ 57.2％ 13.3％ 

（８）交通
こうつう

安全
あんぜん

や犯罪
はんざい

防止
ぼ う し

など地域
ち い き

の

安全
あんぜん

を守
まも

る活動
かつどう

 

身体 1.1％ 2.4％ 24.3％ 39.2％ 32.9％ 

知的 0.0％ 3.2％ 35.3％ 38.5％ 23.1％ 

精神 0.0％ 5.4％ 38.6％ 45.2％ 10.8％ 

（９）災害
さいがい

時
じ

に救 援
きゅうえん

・支援
し え ん

する活動
かつどう

 身体 1.5％ 2.8％ 33.4％ 30.8％ 31.6％ 

知的 1.3％ 3.8％ 45.5％ 29.5％ 19.9％ 

精神 0.0％ 9.6％ 45.8％ 33.1％ 11.4％ 

（10）地域
ち い き

の環 境
かんきょう

美化
び か

を 行
おこな

う活動
かつどう

 身体 1.0％ 4.5％ 23.5％ 37.6％ 33.4％ 

知的 3.2％ 6.4％ 23.1％ 41.7％ 25.6％ 

精神 0.6％ 8.4％ 38.0％ 41.6％ 11.4％ 

（11）自治会
じ ち か い

・町内会
ちょうないかい

・老人
ろうじん

クラブな  身体 5.3％ 3.9％ 13.6％ 43.8％ 33.4％ 

知的 0.6％ 0.6％ 16.7％ 56.4％ 25.6％ 

精神 1.2％ 4.2％ 18.1％ 63.9％ 12.7％ 

（12）環 境
かんきょう

保全
ほ ぜ ん

・自然
し ぜ ん

保護
ほ ご

などの

活動
かつどう

 

身体 0.8％ 5.8％ 20.9％ 39.4％ 33.1％ 

知的 0.6％ 5.1％ 24.4％ 44.2％ 25.6％ 

精神 1.2％ 13.9％ 30.1％ 44.0％ 10.8％ 

（13）その他
た

 

  〔具体的
ぐたいてき

に：          〕 

身体 0.6％ 1.0％ 1.3％ 35.5％ 61.6％ 

知的 0.6％ 0.6％ 1.3％ 41.0％ 56.4％ 

精神 1.2％ 1.2％ 3.6％ 42.8％ 51.2％ 
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問19 あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）は，災害
さいがい

や火災
か さ い

などの緊急
きんきゅう

時
じ

に，一人
ひ と り

で避難
ひ な ん

することがで

きますか。（もっとも近
ちか

いと思
おも

うもの１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

                               身体          知的         精神 

１．一人
ひとり

で判断
はんだん

し，避難
ひなん

できる     50.2％ 25.6％ 66.9％ 

２．一人
ひとり

で判断
はんだん

できるが，避難
ひなん

はできない  27.7％ 19.2％ 15.1％ 

３．一人
ひとり

では判断
はんだん

できないし，避難
ひなん

もできない 13.6％ 50.0％ 14.5％ 

  無回答  8.4％ 5.1％ 3.6％ 

 

問 19-1 問
とい

19 で一人
ひ と り

で避難
ひ な ん

できない方
かた

（２または３に○）におたずねします。災害
さいがい

や火災
か さ い

など緊急
きんきゅう

時
じ

に避難
ひ な ん

する際
さい

に，手助
て だ す

けを頼
たの

める人
ひと

はいますか。 （１つに○） 

また，「１．いる」の場合
ば あ い

は手
て

助
だす

けを頼める
たの     

人
ひと

にあてはまるものに〇をつけてくだ

さい。 （いくつでも○） 

身体(n=255) 知的(n=108) 精神(n=49) 

                                      身体          知的         精神 

１．いる  83.5％ 88.9％ 61.2％ 

２．いない  10.6％ 4.6％ 26.5％ 

３．分
わ

からない  3.9％ 4.6％ 10.2％ 

  無回答  2.0％ 1.9％ 2.0％ 

 
                              身体(n=213) 知的(n=96) 精神(n=30) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

災害
さいがい

時
じ

の対応
たいおう

についておたずねします 

問
とい

19-1 へ 

                                                                                                      身体          知的         精神 

１．同居
どうきょ

の家族
か ぞ く

 69.5％ 90.6％ 66.7％ 

２．別居
べっきょ

の家族
か ぞ く

 22.1％ 6.3％ 20.0％ 

３．近所
きんじょ

の人
ひと

 13.1％ 10.4％ 6.7％ 

４．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：        〕 11.3％ 8.3％ 13.3％ 

  無回答 3.8％ 4.2％ 0.0％ 
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問20 あなたは，災害
さいがい

時
じ

に避難
ひ な ん

を助
たす

けたり，避難
ひ な ん

状況
じょうきょう

を確認
かくにん

するために，自治会
じ ち か い

，地区協
ち く き ょ う

議会
ぎ か い

※１，防災
ぼうさい

市民
し み ん

組織
そ し き

※２へ，住所
じゅうしょ

・氏名
し め い

・連絡先
れんらくさき

などの情報
じょうほう

を事前
じ ぜ ん

に知
し

らせておくこ

とについて，どう思
おも

いますか。（１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

                              身体           知的          精神 

１． 住 所
じゅうしょ

・氏名
しめい

・連絡先
れんらくさき

のほか， 障 害
しょうがい

や病気
びょうき

の 47.3％ 44.9％ 33.1％ 

  内容
ないよう

を知
し

らせてもいい  

２． 住 所
じゅうしょ

・氏名
しめい

・連絡先
れんらくさき

ならば，知
し

らせてもいい 27.7％ 29.5％ 35.5％ 

３．知
し

らせたくない  4.9％ 7.7％ 13.9％ 

４．分
わ

からない  11.0％ 12.8％ 14.5％ 

  無回答  9.1％ 5.1％ 3.0％ 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問21 あなたは，災害
さいがい

時
じ

の避難所
ひ な ん じ ょ

でどのようなことに配慮
はいりょ

してほしいと思
おも

いますか。 

（１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

                              身体           知的          精神 

１．段差
だんさ

がない，使いやすい
つか      

トイレなどの施設
しせつ

のバリアフリー 43.4％ 17.9％ 15.7％ 

２． 情 報
じょうほう

が文字
も じ

や音声
おんせい

など複数
ふくすう

の方法
ほうほう

で伝えられる
つた       

こと 15.4％ 12.8％ 13.3％ 

３．個室
こしつ

，間仕切り
ま じ き  

（パーテーション）などでの対応
たいおう

が可能
かのう

で 

  あること  21.6％ 37.2％ 39.8％ 

４．相談
そうだん

窓口
まどぐち

の設置
せっち

や，介助
かいじょ

を担当
たんとう

するスタッフがいること16.0％ 27.6％ 30.1％ 

５．アレルギーや介護食
かいごしょく

，離 乳 食
りにゅうしょく

など食事
しょくじ

への配慮
はいりょ

がされ 

  ていること  2.3％ 1.9％ 4.2％ 

６．その他
 た

〔具体的
ぐたいてき

に：            〕 5.3％ 3.2％ 7.8％ 

７．分
わ

からない  7.3％ 12.2％ 13.9％ 

  無回答  9.9％ 7.1％ 5.4％ 
 

※1「地区協
ちくきょう

議会
ぎ か い

」 

おおむね小 学
しょうがっ

校区
こ う く

をひとつのコミュニティエリアとして，自治会
じ ち か い

・子ども
こ ど も

会
かい

・民生
みんせい

委員
い い ん

・ＰＴＡ・健全
けんぜん

育成
いくせい

・学校
がっこう

開放
かいほう

・消 防 団
しょうぼうだん

・商 店 会
しょうてんかい

・ボラン

ティアサークルなどの地域
ち い き

の活動
かつどう

団体
だんたい

や個人
こ じ ん

を横糸
よこいと

で結
むす

んだネットワーク

組織
そ し き

です。 

※2「防災
ぼうさい

市民
し み ん

組織
そ し き

」 

発災
はつさい

直後
ちょくご

の人命
じんめい

救 助
きゅうじょ

や初期
し ょ き

消火
しょうか

のため，「自分
じ ぶ ん

たちのまちは自分
じ ぶ ん

たちで守
まも

る」という連帯感
れんたいかん

に基
もと

づき，地域
ち い き

で自主的
じしゅてき

に結成
けっせい

された組織
そ し き

です。 
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調布市
ち ょ う ふ し

の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

施策
し さ く

についておたずねします 
 

問22 あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）は，調布市
ち ょ う ふ し

の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

施策
し さ く

（サービス）に関
かん

する情報
じょうほう

をど

こから入手
にゅうしゅ

していますか。（いくつでも○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

                                     身体           知的         精神 

１．市
し

役所
やくしょ

の窓口
まどぐち

   31.1％ 31.4％ 34.3％ 

２．病 院
びょういん

の職 員
しょくいん

・掲示板
けいじばん

   8.4％ 1.9％ 21.7％ 

３．作業所
さぎょうじょ

，施設
し せ つ

等
とう

の職 員
しょくいん

・掲示板
けいじばん

  1.6％ 31.4％ 20.5％ 

４．相談
そうだん

機関
き か ん

（ちょうふだぞう，ドルチェ，希望ヶ丘
きぼうがおか

， 

  こころの健 康
けんこう

支援
しえん

センター）の窓口
まどぐち

  4.1％ 32.7％ 24.1％ 

５．社会
しゃかい

福祉協
ふくしきょう

議会
ぎ か い

の窓口
まどぐち

  4.9％ 7.1％ 4.2％ 

６．学校
がっこう

  0.0％ 1.9％ 0.0％ 

７．友人
ゆうじん

から聞く
き  

  5.3％ 13.5％ 7.8％ 

８．市報
し ほ う

ちょうふ   49.6％ 44.2％ 31.3％ 

９．市
し

のホームページ   9.9％ 8.3％ 6.6％ 

10．市
し

の刊行物
かんこうぶつ

（暮
く

らしの便 利 帳
べんりちょう

， 障 害 者
しょうがいしゃ

のしおり，など） 21.6％ 19.9％ 12.0％ 

11．障 害
しょうがい

当事者
とうじしゃ

団体
だんたい

の会合
かいごう

・会報
かいほう

など 4.4％ 15.4％ 4.8％ 

12．その他
  た

〔具体的
ぐたいてき

に：           〕 4.2％ 4.5％ 5.4％ 

13．特
とく

にない・情 報
じょうほう

は入 手
にゅうしゅ

していない 15.9％ 7.7％ 16.9％ 

   無回答  7.0％ 2.6％ 3.0％ 
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問23 あなたは，調布市
ち ょ う ふ し

が平成
へいせい

25年
ねん

8月
がつ

より配布
は い ふ

しているヘルプカード※を持
も

っていますか。

（１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

 身体      知的     精神 

１．持
も

っていて，いつも持
も

ち歩
ある

いている 14.7% 21.8% 4.2% 

２．持
も

っているが，持
も

ち歩
ある

いていない 38.9% 53.2% 4.8% 

３．持
も

っていないが，ほしいと思
おも

う 22.5% 11.5% 44.6% 

４．持
も

っていないし，必要
ひつよう

ない 16.2% 10.9% 42.6% 

   無回答 7.6% 2.6% 4.2% 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

問24 あなたは，平成
へいせい

24年
ねん

10月
がつ

から「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止法
ぼ う し ほ う

」が施行
し こ う

されたことを，知
し

っていま

したか。（１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

                        身体      知的    精神 

１．知
し

っていた  19.6％ 26.3％ 12.0％ 

２．知
し

らなかった  70.2％ 66.7％ 84.9％ 

   無回答  10.2％ 7.1％ 3.0％ 

問 24-1 「１．知
し

っていた」と答
こた

えた方
かた

にお聞
き

きします。調布市
ち ょ う ふ し

では障害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

が

「障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

センター」※として，障害者
しょうがいしゃ

虐待
ぎゃくたい

の通報
つうほう

窓口
まどぐち

となっているこ

とを知
し

っていましたか。（１つに○）身体(ｎ=121) 知的(ｎ=41) 精神(ｎ=20) 

                                                                     身体      知的    精神 

１．知
し

っていた  34.7％ 43.9％ 35.0％ 

２．知
し

らなかった  63.6％ 56.1％ 65.0％ 

  無回答  1.7％ 0.0％ 0.0％ 

 

 

 

 

 

※ 「障害者
しょうがいしゃ

虐 待
ぎゃくたい

防止
ぼ う し

センター」 

障害者
しょうがいしゃ

の虐 待
ぎゃくたい

に関
かん

する通報
つうほう

を受
う

けるための窓口
まどぐち

として，各市町村
かくしちょうそん

が設置
せ っ ち

していま

す。センターで通報
つうほう

を受
う

けた場合
ば あ い

は，立ち入り
た  い  

調査
ちょうさ

等
とう

による事実
じ じ つ

確認
かくにん

や，一時
い ち じ

保護
ほ ご

な

どの措置
そ ち

を 行
おこな

います。 

※「ヘルプカード 」 

ヘルプカードは、障 害
しょうがい

のある方
かた

が緊 急
きんきゅう

連絡先
れんらくさき

、医療
いりょう

情 報
じょうほう

、手伝って
て つ だ    

ほしい内容
ないよう

などを記載
き さ い

し、普段
ふ だ ん

から身
み

に付
つ

けておくことで、 緊 急
きんきゅう

時
じ

や災害
さいがい

時
じ

、 日 常
にちじょう

の

困った
こま    

ときに、周囲
しゅうい

の配慮
はいりょ

や手
て

助
だす

けをお願い
 ね が  

しやすく

するものです。 

障 害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

の窓口
まどぐち

で配布
は い ふ

しています。 
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問25 あなたは，次
つぎ

の調布市
ち ょ う ふ し

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

などを知
し

っていますか。 

（（１）～（5）それぞれ１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 
 知

し

って 

いる 

知
し

ら 

ない 
無回答 

（１）障害者
しょうがいしゃ

地域
ち い き

自立
じ り つ

支援協
しえんきょう

議会
ぎ か い

 

様々
さまざま

な障害者
しょうがいしゃ

団体
だんたい

，障害者
しょうがいしゃ

支援
し え ん

に関わる
かか    

機関
き か ん

，

専門家
せんもんか

などが集まり
あつ    

，障害
しょうがい

のある方
かた

の地域
ち い き

生活
せいかつ

を支
ささ

えるしくみを話
はな

しあう協議会
きょうぎかい

です。 

身体 17.0％ 65.2％ 17.8％ 

知的 17.3％ 65.4％ 17.3％ 

精神 12.7％ 79.5％ 7.8％ 

（２）ドルチェ 

主
おも

に身体
しんたい

障害
しょうがい

，高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障害
しょうがい

のある方
かた

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

です。調布市
ちょうふし

総合
そうごう

福祉
ふ く し

センター内
       ない

に設置
せ っ ち

され

ています。 

身体 13.3％ 64.3％ 22.4％ 

知的 19.9％ 61.5％ 18.6％ 

精神 15.1％ 77.1％ 7.8％ 

（３）ちょうふだぞう 

主
おも

に知的
ち て き

障害
しょうがい

のある方
かた

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

です。移動
い ど う

支援
し え ん

事業
じぎょう

や就労
しゅうろう

支援
し え ん

も行って
おこな   

います。 

身体 17.7％ 59.6％ 22.7％ 

知的 75.0％ 17.9％ 7.1％ 

精神 34.3％ 59.0％ 6.6％ 

（４）希望ヶ丘
き ぼ う が お か

 

主
おも

に精神
せいしん

障害
しょうがい

のある方
かた

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

です。夕食会
ゆうしょくかい

やオープンスペースの提供
ていきょう

なども行って
おこな   

いま

す。 

身体 7.9％ 69.2％ 22.9％ 

知的 10.9％ 70.5％ 18.6％ 

精神 28.9％ 62.7％ 8.4％ 

（５）こころの健康支援センター
け ん こ う し え ん        

 

主
おも

に精神
せいしん

障害
しょうがい

，発達
はったつ

障害
しょうがい

のある方
かた

の相談
そうだん

窓口
まどぐち

で

す。デイ事業
じぎょう

や就労
しゅうろう

支援
し え ん

も行って
おこな   

います。 

身体 9.9％ 66.8％ 23.3％ 

知的 25.6％ 55.8％ 18.6％ 

精神 46.4％ 47.6％ 6.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 障害のある方調査20 - 

問26 次
つぎ

にあげる障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

に関
かん

する取組
とり くみ

のうち，あなたが今後
こ ん ご

調布市
ち ょ う ふ し

で特
と く

に充実
じゅうじつ

させて

ほしいものはどれですか。（いくつでも○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

 

１．ホームヘルプなど在宅
ざいたく

生活
せいかつ

を支援
しえん

するサービス 

２．作業所
さぎょうしょ

など 日 中
にっちゅう

の活動
かつどう

場所
ばしょ

の整備
せいび

 

３．グループホーム，ケアホームなど地域
ちいき

における住
す

まいの 

  場
ば

の整備
せいび

 

４．介護者
かいごしゃ

の病気
びょうき

など， 緊 急
きんきゅう

時
じ

における一時預
いちじあず

かり，ショ 

  ートステイ 

５．福祉
ふくし

サービスの利用
りよう

や手続
てつづ

きを支援
しえん

するサービス 

６．企業
きぎょう

などで 働
はたら

くための支援
しえん

（ 就 労
しゅうろう

支援
しえん

） 

７．ガイドヘルパー，コミュニケーション支援
しえん

など社会
しゃかい

参加
さんか

 

  の支援
しえん

 

８．困
こま

ったことを気軽
きがる

に相談
そうだん

できる窓口
まどぐち

 

９．訪問
ほうもん

診 療
しんりょう

，訪問
ほうもん

看護
かんご

などの地域
ちいき

での医療
いりょう

サービス 

10．手当
てあて

や医療費
いりょうひ

の助成
じょせい

などの経済的
けいざいてき

な支援
しえん

 

11．ボランティア活動
かつどう

などの地域
ちいき

活動
かつどう

の促進
そくしん

 

12． 公 共
こうきょう

施設
しせつ

や道路
どうろ

，交通
こうつう

機関
きかん

などのバリアフリー 

13． 障 害
しょうがい

に応
おう

じた多様
たよう

な 情 報
じょうほう

提 供
ていきょう

の 充 実
じゅうじつ

 

14． 障 害
しょうがい

理解
りかい

の促進
そくしん

や差別
さべつ

の 解 消
かいしょう

 

15． 障 害
しょうがい

のある当事者
とうじしゃ

，家族
かぞく

同士
どうし

の 情 報
じょうほう

交 換
こうかん

， 交 流
こうりゅう

の機会
きかい

 

16．福祉
ふくし

サービスに関わる
かか   

専門的
せんもんてき

な人材
じんざい

の育成
いくせい

 

17．その他
  た

〔具体的
ぐたいてき

に：         〕 

   無回答 

身体 

29.0% 

6.0% 

 

13.3% 

 

26.1% 

24.5% 

9.2% 

 

4.7% 

34.5% 

23.0% 

31.4% 

7.0% 

28.0% 

22.7% 

10.9% 

8.3% 

17.8% 

3.1% 

19.8% 

知的 

23.1% 

28.2% 

 

39.7% 

 

37.2% 

30.1% 

24.4% 

 

16.7% 

35.3% 

10.3% 

23.1% 

7.1% 

17.3% 

31.4% 

28.2% 

19.2% 

27.6% 

3.8% 

9.0% 

精神 

27.7% 

28.9% 

 

16.9% 

 

18.7% 

34.9% 

39.8% 

 

18.7% 

56.0% 

19.3% 

40.4% 

13.9% 

12.0% 

45.8% 

40.4% 

21.7% 

31.9% 

7.2% 

7.8% 

 

問27 調布市
ち ょ う ふ し

の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

施策
し さ く

（サービス）全般
ぜんぱん

について，あなたはどのように感
かん

じますか。

（１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

                                              身体      知的    精神 

１．とても 充 実
じゅうじつ

している  6.5% 7.1% 8.4% 

２． 充 実
じゅうじつ

している  50.1% 56.4% 50.0% 

３．あまり 充 実
じゅうじつ

していない  17.7% 18.6% 22.9% 

４． 充 実
じゅうじつ

していない  2.9% 5.1% 8.4% 

   無回答  22.9% 12.8% 10.2% 

 



- 障害のある方調査21 - 

問28 調布市
ち ょ う ふ し

では，人々
ひとびと

が障害者
しょうがいしゃ

や高齢者
こうれいしゃ

への理解
り か い

を深
ふか

め，市民
し み ん

全体
ぜんたい

が互
たが

いの人格
じんかく

と

個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

しあう地域
ち い き

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指して
め ざ   

います。このような「市民
し み ん

全体
ぜんたい

が互い
たが   

の

人格
じんかく

と個性
こ せ い

を尊重
そんちょう

しあう」という 考
かんが

え方
がた

について，あなたの周囲
しゅうい

の人は理解
り か い

している

と思
おも

いますか。（１つに○） 

身体(N=617) 知的(N=156) 精神(N=166) 

                                                                                                                                  身体      知的    精神 

１．理解
り か い

している 11.2% 10.9% 13.9% 

２．どちらかといえば，理解
り か い

している 37.6% 32.1% 31.3% 

３．どちらかといえば，理解
り か い

していない 15.6% 19.9% 18.7% 

４．理解
り か い

していない 5.3% 7.1% 11.4% 

５．分
わ

からない 21.1% 23.7% 20.5% 

  無回答 9.2% 6.4% 4.2% 

 

問29 障
しょう

害
がい

のある人
ひと

がいきいきとした生活
せいかつ

を送
お く

ることができる地域
ち い き

社会
しゃかい

を実現
じつげん

していくため

の取組
とり くみ

などについて，ご意
い

見
けん

・ご要
よう

望
ぼう

がありましたら，ご自由
じ ゆ う

にご記入
きにゅう

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――ご協力
きょうりょく

ありがとうございました――― 
 

 



 

調布
ち ょ う ふ

市民
し み ん

福祉
ふ く し

ニーズ調査
ち ょ う さ

 

障
しょう

害
が い

のある方
か た

の地域
ち い き

生活
せ い か つ

に関
か ん

する調査
ち ょ う さ

 
 

調査
ち ょ う さ

についてのお願
ね が

い 
 

市民
し み ん

の皆
みな

さまには日
ひ

ごろから市政
し せ い

発展
はってん

のため，ご理解
り か い

とご 協 力
きょうりょく

をいただき，厚
あつ

くお

礼
れい

申
もう

しあげます。 

このたび調布市
ちょうふし

では，皆
みな

さまのご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

を幅広
はばひろ

くお聴
き

きし，今後
こ ん ご

の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

施策
し さ く

等
とう

のあり方
かた

を検討
けんとう

する際
さい

の資料
しりょう

とするため，「 障
しょう

害
がい

のある方
かた

の地域
ち い き

生活
せいかつ

に関
かん

する

調査
ちょうさ

」を実施
じ っ し

することとなりました。この調査
ちょうさ

は，平成
へいせい

25年
ねん

10月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

，調布市
ちょうふし

に

お住
す

まいの身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

，愛
あい

の手帳
てちょう

，精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

をお持
も

ちの 18歳
さい

未満
み ま ん

の方
かた

（今年
こ と し

の４月
がつ

１日
にち

以降
い こ う

に 18歳
さい

になった方
かた

も含
ふく

みます）の中
なか

から，150人
にん

を

無作為
む さ く い

に選
えら

ばせていただき，ご意見
い け ん

やご要望
ようぼう

をおうかがいするものです。 

ご回答
かいとう

いただきました内容
ないよう

はすべて統計的
とうけいてき

に処理
し ょ り

し，調査
ちょうさ

目的
もくてき

以外
い が い

に使用
し よ う

することは

ありません。お 忙
いそが

しいところ 誠
まこと

に 恐 縮
きょうしゅく

に存
ぞん

じますが，調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

をご理解
り か い

いただき，

ご 協 力
きょうりょく

をお願
ねが

い申
もう

しあげます。 

平成
へいせい

25年
ねん

10月
がつ

 調布
ちょうふ

市長
しちょう

 長
なが

 友
とも

 貴
よし

 樹
き

    

 

 

調査票
ちょうさひょう

，返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

には住 所
じゅうしょ

，氏名
し め い

を記入
きにゅう

する必要
ひつよう

はありません。 

ご記入
きにゅう

が終
お

わりましたら，調査票
ちょうさひょう

を同封
どうふう

の返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

（切手
き っ て

は不要
ふ よ う

です。）に入
い

れ， 

 11月
が つ

７日
に ち

(木
もく

)までに郵便
ゆうびん

ポストに投函
とうかん

してください。 

調査
ちょうさ

についてご質問
しつもん

などがありましたら， 

下記
か き

までお問
と

い合
あ

わせください。 

 

問合
といあわ

せ先
さき

 

 調布市
ちょうふし

 福祉
ふ く し

健康部
けんこうぶ

 障 害
しょうがい

福祉課
ふ く し か

  

電話
で ん わ

：０４２－４８１－７０９４ 

 裏面
り め ん

の「記
き

入
にゅう

についてのお願
ねが

い」をよくお読
よ

みのうえ，ご記
き

入
にゅう

をお願
ねが

いします。 

● 
● 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

記入
きにゅう

についてのお願
ねが

い 

 

1. 問
とい

１～問
とい

８は封筒
ふうとう

のあて名
な

ご本人
ほんにん

について，ご記入
きにゅう

をお願
ねが

いいたし

ます。調査票
ちょうさひょう

の設問中
せつもんちゅう

の「あなた」とは，封筒
ふうとう

のあて名
な

の方
かた

を指
さ

します。なお，ご本人
ほんにん

が回答
かいとう

困難
こんなん

な場合
ば あ い

は，ご家族
か ぞ く

や周
まわ

りの方
かた

がお

手伝
て つ だ

いいただくか，あて名
な

のご本人
ほんにん

の意見
い け ん

を聞
き

いたうえで代
か

わりに

ご記入
きにゅう

ください。 

2. 問
とい

９～問
とい

27 は保護者
ほ ご し ゃ

などあて名
な

ご本人
ほんにん

を主
おも

にサポートしている方
かた

がご記入
きにゅう

をお願
ねが

いします。 

3. 濃
こ

い鉛筆
えんぴつ

又
また

は黒
くろ

のボールペンで記入
きにゅう

してください。 

4. お答
こた

えをいただく際
さい

は，あてはまる項目
こうもく

の番号
ばんごう

を○印
しるし

で囲
かこ

んでく

ださい。  

    の場合
ば あ い

は回答
かいとう

内容
ないよう

等
とう

を記入
きにゅう

してください。 

5. ○の数
かず

は，それぞれの質問
しつもん

の指示
し じ

に従
したが

ってください。 

6. 「その他
た

」に○印
しるし

をつけられた方
かた

は，〔  〕内
ない

に具体的
ぐたいてき

な答
こ た

えを

記入
き に ゅ う

してください。 



- 障害のある方調査（18 歳未満の方）1 - 

 

問1 この調査
ちょ う さ

に回答
かいとう

していただく方
かた

はどなたですか。（１つに○） 

(N=91) 

１．本人
ほんにん

 9.9％  ２．家族
か ぞ く

 90.1％  ３．その他
た

 0.0％  無回答  0.0％ 

 

問2 あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）の性別
せいべつ

をお答
こた

えください。（１つに○） 

また，平成
へいせい

２５年
ねん

１０月
がつ

１日
にち

現在
げんざい

の年齢
ねんれい

をご記入
きにゅう

ください。 

(N=91) 
 

１．男性
だんせい

  71.4％ ２．女性
じょせい

 28.6％   満
まん

（ 11.2 ）歳
さい

  ※数字
す う じ

を記入
きにゅう

 

無回答 0.0％ 
 

 

問3 現在
げんざい

，あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）がいっしょに暮
く

らしているご家族
か ぞ く

は，あなたからみて，

どなたですか。（いくつでも○） 

(N=91) 

１．親
おや

 96.7％  

２．兄 弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 69.2％  

３．祖父母
そ ふ ぼ

 12.1％  

４．その他
た

 〔具体的
ぐたいてき

に：                   〕2.2％ 

無回答 1.1％ 

 

問 3-1 現在
げんざい

いっしょに暮
く

らしているご家族
か ぞ く

はあなたを含
ふく

めて何人
なんにん

ですか。数字
す う じ

をご記入
きにゅう

ください。 

(N=91) 

（     4.0      ）人
にん

  ※数字
す う じ

を記入
きにゅう

 

 

 

 

 

 

あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）のことをおたずねします 
※ここでいう「あなた」とは調査票

ちょうさひょう

をお送
おく

りしている方
かた

のことです。 

※ご本人
ほんにん

が回答
かいとう

困難
こんなん

な場合
ば あ い

は，ご家族
か ぞ く

や周
まわ

りの方
かた

がお手伝
て つ だ

いいただくか，あて名
な

のご本人
ほんにん

の意見
い け ん

を聞
き

いたうえで代
か

わりにご記入
きにゅう

ください。 

※平成
へいせい

25年
ねん

10月
がつ

1日
にち

現在
げんざい

の状況
じょうきょう

をもとに回答
かいとう

してください。 



- 障害のある方調査（18 歳未満の方）2 - 

問 3-2  あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）の主
おも

に介護
か い ご

や支援
し え ん

，養育
よういく

をしている方
かた

はどなたですか。

あて名
な

のご本人
ほんにん

からみた続柄
つづきがら

で回答
かいとう

してください（１つに○）。また，○をつけ

た方
かた

の性別
せいべつ

にも○をつけて，年齢
ねんれい

をご記入
   きにゅう

ください。 

(N=91) 

１．親
おや

  98.9％ 

 （(n=90) 男性
だんせい

 20.0％・女性
じょせい

77.8％）（平均44.8歳
さい

） 

２．兄 弟
きょうだい

姉妹
し ま い

 0.0％ 

 （(n=0) 男性
だんせい

 00.0％・女性
じょせい

00.0％）（平均 - 歳
さい

） 

３．祖父母
そ ふ ぼ

 0.0％ 

 （(n=0) 男性
だんせい

 00.0％・女性
じょせい

00.0％）（平均 - 歳
さい

） 

４．その他
た

の親族
しんぞく

 0.0％ 

 （(n=0) 男性
だんせい

 00.0％・女性
じょせい

00.0％）（平均 - 歳
さい

） 

５．その他
た

 1.1％ 

 （(n=1) 男性
だんせい

100.0％・女性
じょせい

00.0％）（平均 11.0歳
さい

） 

無回答 0.0％ 

 

問4 現在
げんざい

，あなたがお住
す

まいの地域
ち い き

はどこですか。 

記入例
きにゅうれい

を参考
さんこう

に【町名
ちょうめい

】，【丁目
ちょうめ

】をご記入
きにゅう

ください。 

(N=91) 
第１地域 0.0% 第３地域 8.8% 第５地域 3.3% 第７地域 17.6% 第９地域 7.7% 
第２地域 5.5% 第４地域 6.6% 第６地域 23.1% 第８地域 8.8% 第10 地域 17.6% 
        無回答 1.1% 

 

問5 あなたのお住
す

まいは，次
つぎ

のどれですか。（１つに○） 

(N=91) 

１．持
も

ち家
いえ

の一戸建
い っ こ だ

て 39.6％ 

２．持
も

ち家
いえ

の集 合
しゅうごう

住 宅
じゅうたく

（マンション・アパートなど） 26.4％ 

３．賃貸
ちんたい

の一戸建
い っ こ だ

て 1.1％ 

４．賃
ちん

貸
たい

の集 合
しゅうごう

住 宅
じゅうたく

（マンション・アパートなど） 20.9％ 

５．公営
こうえい

住 宅
じゅうたく

（市営
し え い

・都営
と え い

住 宅
じゅうたく

など） 4.4％ 

６．社宅
しゃたく

・公務員
こうむいん

住 宅
じゅうたく

など 4.4％ 

７．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：                     〕 0.0％ 

無回答 3.3％ 

 

 

 

 



- 障害のある方調査（18 歳未満の方）3 - 

障害
しょうがい

の状況
じょうきょう

や日常
にちじょう

生活
せいかつ

についておたずねします 

 

問6 あなた（あて名
な

のご本人
ほんにん

）がお持
も

ちの手帳
てちょう

または受けている診断名
しんだんめい

について，あてはま

るものすべてに○をしてください。また，手帳
てちょう

の等
と う

級
きゅう

と診断名
しんだんめい

をご記入
きにゅう

ください。 

(N=91) 

          手帳
てちょう

の種別
しゅべつ

                      手帳
てちょう

の等級
とうきゅう

 

１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持
も

っている 

２．愛
あい

の手帳
てちょう

を持
も

っている 

３．精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

を持
も

っている 

４．発達
はったつ

障 害
しょうがい

の診断
しんだん

を受
う

けている（診断名
しんだんめい

：   ） 

５．高次
こ う じ

脳
のう

機能
き の う

障 害
しょうがい

の診断
しんだん

を受
う

けている 

６．難 病
なんびょう

の診断
しんだん

を受
う

けている（診断名
しんだんめい

：    ） 

無回答 

18.7％ 

86.8％ 

1.1％ 

23.1％ 

0.0％ 

0.0％ 

1.1％ 

（平均 2.8）級
きゅう

（平均 3.4）度
ど

 

（平均 3.0）級
きゅう

 

 

問 6-1 問
とい

6 で「１．身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

を持
も

っている」と答
こた

えた方
かた

におたずねします。障
しょう

害
がい

の

部位
ぶ い

はどれですか。（いくつでも○） 

また，○をしたもののうち，主
おも

な障
しょう

害
がい

を１つだけ選
えら

び◎をしてください。 

(n=17) 

 （障害の部位）（主な障害） 

１．視覚
し か く

 11.8％ 11.8％ 

２．聴 覚
ちょうかく

 11.8％ 11.8％ 

３．平衡
へいこう

機能
き の う

 0.0％ 0.0％ 

４．音声
おんせい

・言語
げ ん ご

・そしゃく 0.0％ 0.0％ 

５．肢体
し た い

不自由
ふ じ ゆ う

  52.9％ 41.2％ 

６．内部
な い ぶ

（心臓
しんぞう

，じん臓
ぞう

，肝臓
かんぞう

，呼吸器
こ き ゅ う き

機能
き の う

，ぼうこう・ 直 腸
ちょくちょう

， 

小 腸
しょうちょう

機能
き の う

） 17.6％ 17.6％ 

７．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：           〕 17.6％ 11.8％ 

無回答 0.0％ 5.9％ 

 

 

 

 

 



- 障害のある方調査（18 歳未満の方）4 - 

問７ 下記
か き

の中で利用
り よ う

しているサービスはどれですか。すべてお答
こた

えください。 

（いくつでも○） 

(N=91) 

１．訪問
ほうもん

系
けい

サービス（ヘルパーによる介護
か い ご

，家事
か じ

，外 出
がいしゅつ

などの支援
し え ん

） 13.2％ 

  （例
れい

）居宅
きょたく

介護
か い ご

，重度
じゅうど

訪問
ほうもん

介護
か い ご

，同行
どうこう

援護
え ん ご

，行動
こうどう

援護
え ん ご

，移動
い ど う

支援
し え ん

など 

２．通所
つうしょ

系
けい

サービス（通園
つうえん

による療 育
りょういく

や，施設
し せ つ

での放課後
ほ う か ご

活動
かつどう

など） 52.7％ 

  （例
れい

）児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

，放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービスなど 

３．補
ほ

装具
そ う ぐ

（装具
そ う ぐ

，車椅子
くるまいす

，補聴器
ほちょうき

など） 11.0％ 

４．医療
いりょう

保険
ほ け ん

による訪問
ほうもん

看護
か ん ご

 1.1％ 

５．子
こ

どもショートステイ・一時預
いちじあず

かり  6.6％ 

６．障害児
しょうがいじ

対 象
たいしょう

のショートステイ・一時預
いちじあず

かり 7.7％ 

７．ファミリー・サポート・センター 6.6％ 

８．その他
た

民間
みんかん

団体
だんたい

，ボランティアなどのサービス 3.3％ 

   具体的
ぐたいてき

に： 

 

 

９．特
とく

に利用
り よ う

しているサービスはない 31.9％ 

10．分
わ

からない 2.2％ 

無回答 1.1％ 
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問8 あなた（あて名
な

ご本人
ほんにん

）は，日中
にっちゅう

どのように過
す

ごしていますか。 

小学校
しょうがっこう

就学前
しゅうがくまえ

のお子
こ

さまは問
とい

８-1，小学校
しょうがっこう

就学
しゅうがく

以降
い こ う

のお子
こ

さまは問
とい

８-２，問
とい

８-３に

お答
こた

えください。 
 

小学校
しょうがっこう

就学前
しゅうがくまえ

のお子
こ

さまにお聞
き

きします。 
 

問 8-1 あなたは，日中
にっちゅう

主
おも

にどこかに通園
つうえん

・通所
つうしょ

していますか。（いくつでも○） 

(n=7) 

１．保育
ほ い く

園
えん

・保育所
ほいくしょ

 57.1％ 

２．幼稚園
ようちえん

 0.0％  

３．子
こ

ども発達
はったつ

センター 100.0％ 

４．児童
じ ど う

発達
はったつ

支援
し え ん

事業所
じぎょうしょ

（医療型
いりょうがた

を含
ふく

む。子ども発達
はったつ

センターを除
のぞ

く） 0.0％ 

５．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：                  〕 0.0％ 

６．どこにも通園
つうえん

・通所
つうしょ

していない 0.0％ 

無回答 0.0％ 

 

小学校
しょうがっこう

就学
しゅうがく

以降
い こ う

のお子
こ

さまにお聞
き

きします。 
 

問 8-2 あなたが現在
げんざい

通学
つうがく

している学校
がっこう

・学級
がっきゅう

は次
つぎ

のうちどれですか。（１つに○） 

(n=79) 

１．普通
ふ つ う

学 級
がっきゅう

のみ（ 小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

） 5.1％ 

２．普通
ふ つ う

学 級
がっきゅう

と通 級
つうきゅう

学 級
がっきゅう

（ 小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

） 5.1％ 

３．特別
とくべつ

支援
し え ん

学 級
がっきゅう

（ 小
しょう

・中学校
ちゅうがっこう

） 44.3％ 

４．特別
とくべつ

支援
し え ん

学校
がっこう

 31.6％ 

５．高等
こうとう

学校
がっこう

・高等
こうとう

専門
せんもん

学校
がっこう

  6.3％ 

６．どこにも通学
つうがく

していない 0.0％ 

無回答 7.6％ 

 

問 8-3 あなたは現在
げんざい

，学校
がっこう

以外
い が い

の時間
じ か ん

でどのようなサービス，施設
し せ つ

等
とう

を利用
り よ う

して過
す

ごし

ていますか。（いくつでも○） 

(n=79) 

１．学童
がくどう

保育
ほ い く

 7.6％ 

２．放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス事業所
じぎょうしょ

 44.3％ 

３．児童館
じどうかん

 1.3％ 

４．ＣＡＰＳ（青少年
せいしょうねん

ステーション） 3.8％ 

５．民間
みんかん

の相談
そうだん

機関
き か ん

・施設
し せ つ

（カウンセリング，フリースペースなど） 10.1％ 

６．その他
た

〔具体的
ぐたいてき

に：                  〕 8.9％ 

７．特
とく

に何
なに

も利用
り よ う

していない 31.6％ 

無回答 6.3％ 



- 障害のある方調査（18 歳未満の方）6 - 

 

問9 あなた（あて名ご本人を主にサポートしている方）は，今後も調布市に住み続けたいと

思いますか。（１つに○） 

(N=91) 

１．今後も住み続けたいと思う 59.3％  

２．できるだけ住み続けたいと思う 35.2％ 

３．あまり住み続けたいと思わない 2.2％ 

４．住み続けたいと思わない 1.1％ 

無回答 2.2％ 

 
問 9-1  問９で答えた理由を下の欄にご記入ください。 

 

 

 

 

 

問10 あなた（あて名ご本人を主にサポートしている方）は将来，お子さま（あて名ご本人）が

どのような住まいで生活することを望みますか。ご希望のお住まい形態をお答えくだ

さい。（１つに○） 

(N=91) 

１．親や兄弟などの家族と一緒に一戸建て，アパート，マンション 26.4％ 

２．一人暮らし，または本人の配偶者と一緒に一戸建て，アパート，マンション 22.0％ 

３．グループホームやケアホーム，通勤寮 27.5％ 

４．入所施設 2.2％ 

５．その他〔具体的に：                   〕 3.3％ 

６．分からない 18.7％ 

無回答 0.0％ 

 

 

 

 

 

ここからは、保護者
ほ ご し ゃ

などあて名
な

のご本人
ほんにん

を主
おも

にサポート 

している方
かた

のお考
かんが

えなどをおたずねします 



- 障害のある方調査（18 歳未満の方）7 - 

問11 あなた（あて名ご本人を主にサポートしている方）は，悩みや困ったことがある場合，

主にどなたに相談しますか。（いくつでも○） 

(N=91) 

１．（同居の）家族・親族 74.7％ 

２．（別居の）家族・親族 38.5％ 

３．保育園・幼稚園の先生 4.4％ 

４．学校の先生 64.8％ 

５．友人・知人 35.2％ 

６．障害児をもつ親である友人・知人 65.9％ 

７．相談支援機関（ちょうふだぞう，ドルチェ，希望ヶ丘，こころの健康 

  支援センター）の職員 2.2％ 

８．子ども発達センター 15.4％ 

９．子ども家庭支援センターすこやか 1.1％ 

10．教育相談所  11.0％ 

11．障害児施設（放課後等デイサービスなど）の職員，ヘルパー 16.5％ 

12．市役所の職員 8.8％ 

13．保健所の職員 0.0％ 

14．民生・児童委員 0.0％ 

15．医療機関（医師，看護師，ケースワーカー，訪問看護）の職員 41.8％ 

16．その他〔具体的に：                             〕 6.6％ 

17．相談する人がいない 1.1％ 

18．相談の必要はない 0.0％ 

無回答 0.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 障害のある方調査（18 歳未満の方）8 - 

地域のつながりについておたずねします 

 

問12 あなた(あて名ご本人を主にサポートしている方)は，日ごろどのような近所づきあい

をしていますか。（１つに○） 

(N=91) 

１．家を行き来するなど，親しく近所づきあいをしている 11.0％ 

２．立ち話をする程度のつきあいをしている 34.1％ 

３．あいさつをする程度のつきあいをしている 50.5％ 

４．近所づきあいをしていない 4.4％ 

無回答 0.0％ 

 

問13 あなた(あて名ご本人を主にサポートしている方)は，暮らしの中で，地域のつながり

（住民同士の助け合い・支え合いなど）は必要だと思いますか。（１つに○） 

(N=91) 

１．とても必要だと思う 46.2％ 

２．どちらかといえば，必要だと思う 49.5％ 

３．どちらかといえば，必要ないと思う 4.4％ 

４．必要ないと思う 0.0％ 

無回答 0.0％ 

 

問14 あなた(あて名ご本人を主にサポートしている方)がお住まいの地域には，地域のつ

ながり（住民同士の助け合い・支え合いなど）はあると感じますか。（１つに○） 

(N=91) 

１．とても感じる 11.0％  

２．少し感じる 36.3％ 

３．あまり感じない 41.8％ 

４．感じない 11.0％ 

無回答 0.0％ 

 

 

 

 

 

 



- 障害のある方調査（18 歳未満の方）9 - 

地域福祉活動等の取組についておたずねします 
 

問15 次のような地域活動・ボランティア活動などについて，あなた（あて名ご本人を主に

サポートしている方）が活動したい，またはあなた自身がしてもらいたい活動はあり

ますか。特に該当するものがない場合は「４ 該当なし」に○をつけてください。 

（（１）～（13）それぞれ１つに○） 

(N=91) やって 

いる 
やりたい 

してほ

しい 

該当 

なし 

無回答 

（１）子どもを育てている親を支援す

る活動  
4.4％ 12.1％ 54.9％ 26.4％ 2.2％ 

（２）青少年の健やかな成長・非行防

止のための活動 
1.1％ 6.6％ 56.0％ 36.3％ 0.0％ 

（３） ひとり暮らしなど見守りが必

要な高齢者を支援する活動 
1.1％ 12.1％ 45.1％ 39.6％ 2.2％ 

（４）介護が必要な高齢者を支援する

活動 
0.0％ 6.6％ 49.5％ 41.8％ 2.2％ 

（５）障害のある人（子ども）を支援

する活動 
6.6％ 12.1％ 72.5％ 6.6％ 2.2％ 

（６）難病や病気の人を支援する活動 1.1％ 8.8％ 51.6％ 35.2％ 3.3％ 

（７）地域の伝統や文化を伝える活動 0.0％ 5.5％ 38.5％ 51.6％ 4.4％ 

（８）交通安全や犯罪防止など地域の

安全を守る活動 
2.2％ 4.4％ 68.1％ 23.1％ 2.2％ 

（９）災害時に救援・支援する活動 1.1％ 11.0％ 75.8％ 9.9％ 2.2％ 

（10）地域の環境美化を行う活動 2.2％ 16.5％ 41.8％ 37.4％ 2.2％ 

（11）自治会・町内会・老人クラブ

などの活動 
11.0％ 4.4％ 25.3％ 56.0％ 3.3％ 

（12）環境保全・自然保護などの活動 0.0％ 11.0％ 49.5％ 37.4％ 2.2％ 

（13）その他 

〔具体的に：              〕 
0.0％ 2.2％ 5.5％ 31.9％ 60.4％ 

 

 

問16  あて名のご本人は，災害や火災などの緊急時に，避難することができますか。 

（もっとも近いと思うもの１つに○） 

(N=91) 

１．家族が一人いれば，避難できる     75.8％ 

２．家族が揃っていれば，避難できる   18.7％ 

３．家族が揃っていても，避難できない  2.2％ 

  理由：                           
 
無回答                 3.3％ 

災害時の対応についておたずねします 

10 ページ 

問
とい

16-1 へ 
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問 16-1 避難できない方（２または３に○）におたずねします。災害や火災など緊急時に

避難する際に，手助けを頼める人はいますか。（１つに○） 

また，「１．いる」の場合は手助けを頼める人に〇をつけてください。 （いくつでも○） 

(n=19) 

１．いる        68.4％ 

２．いない      10.5％ 

３．分からない  21.1％ 

無回答      0.0％ 

 

 

 

問17 あなた（あて名ご本人を主にサポートしている方）は，災害時に避難を助けたり，避

難状況を確認するために，自治会，地区協議会※1，防災市民組織※2 へ，住所・氏

名・連絡先などお子さまの情報を事前に知らせておくことについて，どう思いますか。 

（１つに○） 

(N=91) 

１．住所・氏名・連絡先のほか，障害や病気の内容を知らせてもいい  

 67.0％ 

２．住所・氏名・連絡先ならば，知らせてもいい 13.2％ 

３．知らせたくない 3.3％ 

４．分からない 16.5％ 

無回答 0.0％ 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

問18 あなた（あて名ご本人を主にサポートしている方）は，災害時の避難所でどのような

ことに配慮してほしいと思いますか。（いくつでも○） 

(N=91) 

１．段差がない，使いやすいトイレなどの施設のバリアフリー 17.6％  

２．情報が文字や音声など複数の方法で伝えられること 37.4％ 

３．個室，間仕切り（パーテーション）などでの対応が可能であること 78.0％ 

４．相談窓口の設置や，介助を担当するスタッフがいること 49.5％ 

５．アレルギーや介護食，離乳食など食事への配慮がされていること 18.7％ 

６．その他〔具体的に:                                       〕 17.6％ 

７．分からない 5.5％ 

無回答 2.2％ 
 

(n=13) 

１．同居の家族           63.2％ 

２．別居の家族           21.1％ 

３．近所の人             10.5％ 

４．その他〔具体的に：〕 5.3％ 

無回答        31.6％ 

※1「地区協議会」 
おおむね小学校区をひとつのコミュニティエリアとして，自治会・子ども会・
民生委員・ＰＴＡ・健全育成・学校開放・消防団・商店会・ボランティアサー
クルなどの地域の活動団体や個人を横糸で結んだネットワーク組織です。 

※2「防災市民組織」 
発災直後の人命救助や初期消火のため，「自分たちのまちは自分たちで守る」
という連帯感に基づき，地域で自主的に結成された組織です。 
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あて名
な

ご本人
ほんにん

を主
おも

にサポートしている方に，引
ひ

き続
つづ

き 

調布市
ち ょ う ふ し

の障害者
しょうがいしゃ

福祉
ふ く し

施策
し さ く

についておたずねします 
 

問19 あなた（あて名ご本人を主にサポートしている方）は，調布市の障害者福祉施策（サ

ービス）に関する情報をどこから入手していますか。（いくつでも○） 

(N=91) 

１．市役所の窓口 25.3％  

２．病院の職員・掲示板 6.6％  

３．障害児施設（放課後デイサービスなど）等の職員・掲示板 14.3％ 

４．相談機関（ちょうふだぞう，ドルチェ，希望ヶ丘，こころの健康支援 

  センター）の窓口 4.4％ 

５．子ども発達センター 13.2％ 

６．子ども家庭支援センター すこやか 0.0％ 

７．教育相談所 1.1％ 

８．保育園，幼稚園 1.1％ 

９．学校 37.4％ 

10．友人から聞く 41.8％ 

11．市報ちょうふ 52.7％  

12．市のホームページ 7.7％  

13．調布市の刊行物 41.8％ 

  （暮らしの便利帳，障害者福祉のしおり，元気に育て!!調布っ子など） 

14．障害当事者団体の会合・会報など 27.5％ 

15．その他〔具体的に：                  〕 4.4％ 

16．特にない・情報は入手していない 7.7％ 

無回答 0.0％ 

問20 あなた（あて名ご本人を主にサポートしている方）は，あて名ご本人に調布市が平成

25 年 8 月より配布しているヘルプカード※を持たせていますか。（１つに○） 

(N=91) 

１．持っていて，いつも持ち歩かせている 9.9％  

２．持っているが，持ち歩かせていない 74.7％ 

３．持っていないが，欲しいと思う 8.8％ 

４．持っていないし，必要ない 4.4％ 

無回答 2.2％ 
 
 

 

 

 

 

 

※「ヘルプカード」  

ヘルプカードは、障害のある方が緊急連絡先、医療情報、手伝っ

てほしい内容などを記載し、普段から身に付けておくことで、緊

急時や災害時、日常の困ったときに、周囲の配慮や手助けをお願

いしやすくするものです。 

障害福祉課の窓口で配布しています。 
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問21 あなた（あて名ご本人を主にサポートしている方）は，平成 24 年 10 月から「障害者

虐待防止法」が施行されたことを知っていましたか。（１つに○） 

(N=91) 

１．知っていた 42.9％ 

２．知らなかった 56.0％ 

無回答 1.1％ 

 

問21-1 「１．知っていた」と答えた方にお聞きします。調布市では障害福祉課が「障害者

虐待防止センター」※として，障害者虐待の通報窓口となっていることを知ってい

ましたか。（１つに○） 

(n=39) 

１．知っていた 28.2％ 

２．知らなかった 71.8％ 

無回答 0.0％ 

 

 

 

 

 

問22 あなた（あて名ご本人を主にサポートしている方）は，調布市が個別配布している， 

“i-ファイル” ※を知っていますか。（１つに○） 

(N=91) 

１．知っていて，使っている 37.4％ 

２．知っているが，使っていない 31.9％ 

３．知らない 30.8％ 

無回答 0.0％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 「障害者虐待防止センター」 

障害者の虐待に関する通報を受けるための窓口として，各市町村が設置しています。

センターで通報を受けた場合は，立ち入り調査等による事実確認や，一時保護など

の措置を行います。 

※ 「ｉ－ファイル」 

調布市では，子どもの成長を応援する，すべての人々 

の共通理解のもとで，一貫した支援ができるよう， 

“ｉ－ファイル”を配布しています。 

“ｉ－ファイル”は，子どもたちが健やかに成長するた 

めに，保護者と様々な機関が連携・協力して支援できる 

よう，子どもの様子や，これまでに受けてきた支援の内 

容を書き込めるようにしたものです。 

（配布場所）子ども発達センター，教育相談所，子ども 

政策課，障害福祉課 



- 障害のある方調査（18 歳未満の方）13 - 

問23  あなたは，次の調布市の施策や相談窓口を知っていますか。 

（（１）～（９）それぞれ１つに○） 

(N=91) 知って 
いる 

知らない 無回答 

（１）障害者地域自立支援協議会 

様々な障害者団体，障害者支援に関わる機関，専門家など

集まり，障害のある方の地域生活を支えるしくみを話しあ

う協議会です。 

22.0％ 78.0％ 0.0％ 

（２）ドルチェ 

主に身体障害，高次脳機能障害のある方の相談窓口です。

調布市総合福祉センター内に設置されています。 

38.5％ 61.5％ 0.0％ 

（３）ちょうふだぞう 

主に知的障害のある方の相談窓口です。移動支援事業や就

労支援も行っています。 

70.3％ 29.7％ 0.0％ 

（４）希望ヶ丘 

主に精神障害のある方の相談窓口です。夕食会やオープン

スペースの提供なども行っています。 

13.2％ 86.8％ 0.0％ 

（５）こころの健康支援センター 

主に精神障害，発達障害のある方の相談窓口です。デイ事

業や就労支援も行っています。 

23.1％ 76.9％ 0.0％ 

（６）子ども発達センター 

お子さんの発達に心配や不安を抱える保護者からの相談

に応じ，発達に遅れやかたよりのあるお子さんに専門的支

援を行います。 

85.7％ 14.3％ 0.0％ 

（７）子ども家庭支援センターすこやか 

子どもに関する総合相談（子育て・児童虐待）のほか，情

報や遊びの場の提供，子どもの一時預かりを行う施設で

す。 

90.1％ 9.9％ 0.0％ 

（８）教育相談所 

お子さんの教育に関する心配ごとについての相談をお受

けしています。 

91.2％ 8.8％ 0.0％ 

（９）保健センター（健康推進課） 

乳幼児の健康診査や成人のがん検診等の健診事業を

提供し，保健師，栄養士，歯科衛生士等が育児相談や

健康相談に応じています。 

81.3％ 18.7％ 0.0％ 
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問24 次にあげる障害者福祉に関する取組のうち，あなたが今後調布市で特に充実させ

てほしいものはどれですか。（いくつでも○） 

(N=91) 

１．早期からの専門的な療育                                     

２．ホームヘルプなど在宅生活を支援するサービス                 

３．保育園（保育所），幼稚園，学校での支援                      

４．保育園（保育所），幼稚園，学校以外での活動の場の整備        

５．福祉サービスの利用や手続きを支援するサービス               

６．保護者の病気など，緊急時における一時預かり，ショートステイ    

７．困ったことを気軽に相談できる窓口                           

８．訪問診療，訪問看護などの地域での医療サービス               

９．手当や医療費の助成などの経済的な支援                      

10．ボランティア活動などの地域活動の促進                       

11．公共施設や道路，交通機関などのバリアフリー                 

12．障害に応じた多様な情報提供の充実                           

13．障害理解の促進や差別の解消                                 

14．障害のある当事者，家族同士の情報交換，交流の機会           

15．福祉サービスに関わる専門的な人材の育成                     

16．その他〔具体的に：                  〕 

無回答                          

47.3％ 

23.1％ 

51.6％ 

48.4％ 

34.1％ 

56.0％ 

46.2％ 

5.5％ 

46.2％ 

17.6％ 

16.5％ 

60.4％ 

46.2％ 

28.6％ 

45.1％ 

6.6％ 

3.3％ 

 

問25 調布市の障害者福祉施策（サービス）全般について，あなたはどのように感じますか。

（１つに○） 

(N=91) 

１．とても充実している 4.4％  

２．充実している 53.8％ 

３．あまり充実していない 34.1％ 

４．充実していない 1.1％ 

無回答 6.6％  
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問26 調布市では，人々が障害者や高齢者への理解を深め，市民全体が互いの人格と個

性を尊重しあう地域社会の実現を目指しています。このような「市民全体が互いの

人格と個性を尊重しあう」という考え方について，あなたやあなたのお子さまの周囲

の人は理解していると思いますか。（１つに○） 

(N=91) 

１．理解している 4.4％  

２．どちらかといえば，理解している 41.8％ 

３．どちらかといえば，理解していない 28.6％ 

４．理解していない 3.3％ 

５．分からない 19.8％ 

無回答 2.2％ 

 

問27 障害のある人がいきいきとした生活を送ることができる地域社会を実現していくため

の取組などについて，ご意見・ご要望がありましたら，ご自由にご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

―――ご協力
きょうりょく

ありがとうございました――― 
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